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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration で用意されている企業間 （B2B） 統
合のサンプルについて説明します。 コンフ ィ グレーシ ョ ンに関する情報と、 各サ

ンプルの使い方および確認方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 WebLogic Integration B2B サンプルの概要と、 基

本的なインス トールおよびコンフ ィグレーシ ョ ン方法について説明します。

� 第 2 章 「Hello Partner サンプル （非推奨）」 では、 デフォル トの XOCP メ ッ

セージング プロ ト コルを使用した通信を示します。

� 第 3 章 「Channel Master サンプル （非推奨）」 では、 WebLogic Integration ト
レーディ ング パートナ間での通信方法と して、 XOCP ビジネス  プロ ト コル

を使用するポイン ト  ツー ポイン ト通信とマルチキャス ト （ブロードキャス

ト ） 通信の両方を示します。

� 第 4 章 「RosettaNet 2.0 Security サンプル」 では、 WebLogic Integration を使

用して RosettaNet 2.0 PIP 3A2 および PIP 0A1 をワークフローで実装する方

法について示します。

� 第 5 章 「Messaging API サンプル (非推奨）」 では、 WebLogic Integration 
Messaging API の使い方について説明します。

� 第 6 章 「Trading Partner Zeroweight Client サンプル （非推奨）」 では、 ブラ

ウザ ク ラ イアン トおよびファ イル共有ク ラ イアン ト のサンプルのコンフ ィ グ

レーシ ョ ン方法と使い方について説明します。

� 第 7 章 「ebXML サンプル」 では、 デフォル ト の ebXML メ ッセージング  プ
ロ ト コルを使用した通信を示します。
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対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Integration 環境を拡張する独立ソフ ト ウェア ベン

ダ （ISV） を対象と しています。 BEA WebLogic Integration のプラ ッ ト フォーム

および Java プログラ ミングに読者が精通しているこ と を前提と して書かれてい

ます。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。

BEA のホーム  ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または

「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ

（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます >

このマニュアルの PDF 版は、Web サイ トで入手できます。WebLogic Integration 
の PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分）

を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷する
マニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
viii B2B Integration サンプルの使い方



関連情報

目的にあった BEA WebLogic Integration の使い方について学習するには、次のマ
ニュアルを参照して ください。

� 次の URL にある  WebLogic Integration のマニュアル

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/

� 次の URL にある  Sun Microsystems, Inc の Java サイ ト

http://java.sun.com/

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にと って非常に重要です。 質問やご意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられたご意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration のリ リースをお書
き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート
までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号
B2B Integration サンプルの使い方 ix



� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x B2B Integration サンプルの使い方



すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration サンプルの使い方 xi



xii B2B Integration サンプルの使い方



1 はじめに

WebLogic Integration では、 B2B Integration がどのよ うに機能するかについて理
解を深めるため、 企業間 （B2B） 統合のサンプルが用意されています。 また、
Hello Partner サンプルが正常にインス トールおよびセッ ト アップされていれば、
WebLogic Integration のインス トールと コンフ ィグレーシ ョ ンが適切に行われた
こ との確認にもな り ます。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� サンプルの概要

� サンプルの実行前の作業

サンプルの概要

この節では、 このマニュアルで解説する、 Hello Partner、 Channel Master、
RosettaNet 2.0 Security、Trading Partner Zeroweight Client、Messaging API および 
ebXML の 7 つのサンプルの概要を説明します。

注意 : ただし、 その う ち 4 サンプルは、 今回のリ リースから非推奨になった機
能に基づいています。 Hello Partner、 Channel Master、 Trading Partner 
Zeroweight Client の各サンプルはすべて、 XOCP プロ ト コルに基づいて
いますが、 このプロ ト コルも今回のリ リースから非推奨になっています。

Messaging API サンプルは Messaging API に基づいていますが、 これも既
に非推奨になっています。 XOCP および Messaging API に代わる機能に
ついては、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Hello Partner と  ebXML のサンプルを使用する と、 XOCP および ebXML メ ッ
セージング プロ ト コルが正常に使用できるかど うかを確認できます。 それ以外
のサンプルは、 一般的なビジネス上の問題を  B2B Integration でいかに解決する
か説明するためのものです。

以下は、 各サンプルの概要説明です。
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1 はじめに
� Hello Partner サンプル－通信に必要となる基本的なハンドシェークを示しま
す。 Hello Partner サンプルでは、 XOCP ビジネス  プロ ト コルを使用します。

� Channel Master サンプル－大規模ト レーディ ング  パートナが、 WebLogic 
Integration を使用してサプライ  チェーンを自動化する方法を示します。 サン
プルでは、 WebLogic Integration ト レーディ ング  パートナ間での通信方法と
して、 XOCP ビジネス  プロ ト コルを使用するポイン ト  ツー ポイン ト通信と
マルチキャス ト （ブロードキャス ト ） 通信の両方が示されています。

� RosettaNet 2.0 Security サンプル－ WebLogic Integration で、 ワークフローを
使用して RosettaNet 2.0 PIP 3A2 および PIP 0A1 を実装する方法を示します。
このサンプルでは、 RosettaNet 2.0 のサポートに必要となる  WebLogic 
Integration セキュ リ テ ィ機能 （双方向 SSL 認証、 デジタル署名、 データ暗号
化、 および否認防止性） を使用します。

� Trading Partner Zeroweight Client サンプル－ 2 つの ト レーディング パートナ
間で、 B2B Integration メールボッ クス  インタフェースを使用する  B2B 
Integration をインス トールせずに要求と応答を行う シナリオを示します。 こ
のサンプルでは、 以下の 2 種類のゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト通信がシュ ミ
レー ト されます。

� ブラウザ ベースのク ライアン ト－情報の準備、 配信、 収集に XML と  
JMS を使用します。

� ファ イル共有ク ライアン ト－メ ッセージ交換にサードパーテ ィのファ イ

ル共有サーバを使用します。

注意 : Trading Partner Zeroweight Client サンプルは、XOCP プロ ト コルに基づい
ていますが、 このプロ ト コルは、 この リ リースの WebLogic Integration 
から非推奨になっています。 XOCP に代わる機能については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� Messaging API サンプル－ WebLogic Integration Messaging API の使用方法
を示します。 特に、 Messaging API で提供される  2 つのメ ッセージ配信メカ
ニズムの使用方法、 および WebLogic Integration B2B 統合のロジッ ク  プラグ
イン機能を示します。

� ebXML Sample － WebLogic Integration を使用して、 それぞれ WebLogic 
Integration をデプロイする  2 つの ト レーディング  パートナ間の ebXML ビジ
ネス  ト ランザクシ ョ ンを実装する方法を示します。 具体的には、 各ト レー

ディ ング パートナに対応する  2 つのワークフローの設計と用途を示します。
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これらのワークフローは、 ト レーディング  パートナ間の ebXML ベースのビ
ジネス  メ ッセージの交換を管理します。

サンプルの実行前の作業

B2B サンプルを実行する前に、 WebLogic Platform の 2 つのコンポーネン トであ
る  WebLogic Server および WebLogic Integration と、 そのサンプル アプリ ケー

シ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。 また、 サンプルのコンフ ィ グレー

シ ョ ンも必要です。 これらの作業をまだ行っていない場合は以下の手順を実行し

ます。

1. BEA WebLogic Platform をインス トールします。

手順説明は、 BEA WebLogic Platform マニュアル セッ トの 『WebLogic 
Platform インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/ind
ex.html

インス トール中に、 次の 2 つの手順が選択できます。

� [ 標準インス トール ] －このオプシ ョ ンを選択する と、 インス トール プロ
グラムによって、 WebLogic Server、 WebLogic Integration、 WebLogic 
Portal および WebLogic Workshop の各コンポーネン ト とそれぞれのサン
プル アプリ ケーシ ョ ンが自動的にインス トールされます。

� [ カスタム インス トール ] －このオプシ ョ ンを選択する と、[ コンポーネン
ト を選択 ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 少な く と も、 以下のコンポーネン
ト を選択する必要があ り ます。

WebLogic Server ([Server] と  [Server Examples] を指定 )

WebLogic Integration ([ Integration Server] と  [Integration Examples] を指
定 )

デフォル トでは、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みのサンプル ド メ インは、
PointBase データベースを使用するコンフ ィ グレーシ ョ ン となっています。

2. コンフ ィグレーシ ョ ン済みのサンプル ド メ インで、 サーバをコンフ ィ グレー
シ ョ ンして起動します。
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手順については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、
「はじめに」 の 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン と起動」 を参照
して ください。

「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンと起動」 に従って  RunSamples コマ
ンドを使用し、 以下を実行します。

� サンプル データベースが作成されます。

� サンプル リポジ ト リ  データがデータベースにバルク  ロード されます。

� WebLogic Server が起動し、 ワークフローがインポート されます。 ブラウザ
が起動し、 サンプル起動ページが表示されます。

注意 : UNIX システム上でサンプル起動ページを表示するには、 Netscape の起
動ディ レ ク ト リ （netscape） が PATH 環境変数に含まれている必要があ
り ます。 Web ブラウザ コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件の詳細については、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コンフ ィグレー
シ ョ ンの要件」 を参照して ください。

サンプルをコンフ ィグレーシ ョ ンしてサンプル ド メ インでサーバを起動し、 そ
のサンプルのドキュ メ ン トに記載されている手順に従って特定のサンプルをコン

フ ィ グレーシ ョ ンします。 Windows システム用と  UNIX システム用の手順が記
載されています。

デフォルト  データベースの切り替え

サンプル ド メ インでサポート されるデータベースはすべて使用できます。 BEA 
WebLogic Integration データベース  コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用する
と、 インス トール後にサンプル ド メ インを新しいデータベースに更新できます。
サンプル ド メ インが使用するデータベースを変更する場合は、 次の手順を実行
します。

1. データベース ウ ィザードを使用して、 新しいデータベースに切り替えます。

手順については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、
「WebLogic Integration のカスタマイズ」 の 「データベース コンフ ィ グレー
シ ョ ン ウ ィザードの使用」 および 「ド メ インに対する新しいデータベースの

指定」 を参照して ください。
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2. RunSamples コマンドを実行して新しいデータベースをコンフ ィグレーシ ョ
ンするには、 サンプル ド メ インを起動し、 Web ブラウザにサンプル起動
ページを表示します。

手順については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、
「はじめに」 の 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン と起動」 を参照
して ください。

WebLogic Integration サンプル ド メイン

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 で説明

されているよ うに、 ド メ インとは相互に関連した  WebLogic Server リ ソースの集

ま りであ り、 単一のコンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルで定義されます。 特別な 
WebLogic サーバ ド メ インは、 1 つのサーバのみを必要とするすべての 
WebLogic Integration サンプルを実行するために設定されます。 このサンプル ド
メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ンはインス トール中に完了しますが、 リ ソースはま

だ格納されていません。 このサンプル ド メ インは、

BEA_HOME/weblogic700/samples/integration/config/samples ディ レ ク ト

リにあ り ます。 こ こで、 BEA_HOME は、 BEA 製品の最上位ディ レク ト リで、 た と

えば、 Windows の場合は、 c:\bea です。

サンプル ド メ インは、 デフォル トでは PointBase データベースを使用します。 デ

フォル ト  データベースは、 「デフォル ト  データベースの切り替え」 の説明にある

とおり、 データベース  ウ ィザードを使用して変更できます。

WebLogic Integration と共にインス トールされる ド メ インの使用方法の詳細につ

いては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめ

に」 を参照して ください。

ブラウザ プロキシの設定

ブラウザからサンプル起動ページの URL に接続できない場合、 プロキシ  サーバ

を使用しているためにローカルの WebLogic Server に接続できないこ とが原因で

ある可能性があ り ます。 この場合、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

The requested URL could not be retrieved
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プロキシ サーバを使用しないよ うにするには、 ブラウザのプロキシ設定を変更

して、 サーブレ ッ トへのアクセスにプロキシ  サーバが使用されないよ うにしま

す。 この変更を行う手順は、 使用しているブラウザによって異なり ます。

� Internet Explorer では、 [ ツール｜インターネッ ト  オプシ ョ ン｜接続｜ LAN 
の設定 ] を選択します。 [ ローカル エ リ ア ネッ ト ワーク （LAN） の設定 ] ダ
イアログボッ クスが表示されます。 [ ローカル アド レスにはプロキシ  サーバ
を使用しない ] を選択します。

� Netscape では、 [編集｜プリ ファレンス｜詳細｜プロキシ｜表示 ] を選択しま

す。 [例外 ] テキス ト  フ ィールドで、 localhost:listening_port を指定し

ます。 listening_port には、 config.xml ファ イルで指定されている リ ス

ン ポート番号を指定します。 デフォル トは 7001 です。
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Hello Partner サンプルでは、 デフォル ト  メ ッセージング  プロ ト コルである  
XOCP を使用した通信が示されています。 この章では、 以下のト ピッ クについて

説明します。

� Hello Partner サンプルの概要

� Hello Partner サンプルを実行する前に

� Hello Partner サンプルの実行

� サンプルの仕組み

注意 : Hello Partner サンプルは、 XOCP プロ ト コルに基づいていますが、 この

プロ ト コルは、 この リ リースの WebLogic Integration から非推奨になっ

ています。 XOCP に代わる機能については、 『WebLogic Integration リ
リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Hello Partner サンプルの概要

Hello Partner サンプルでは、 WebLogic Integration を使用した 2 つの ト レーディ

ング パートナ間のビジネス通信を示します。

サンプルの内容

Hello Partner サンプルでは、2 つの ト レーディ ング パートナが XOCP プロ ト コル
を使用してビジネス  メ ッセージを送信する方法が示されています。 各ト レー
ディ ング  パートナについて以下が示されます。

� パブ リ ッ ク  プロセス－ ト レーディ ング  パートナ間の通信を処理するパブ
リ ッ ク  プロセスを示します。 このサンプルのパブリ ッ ク  プロセス  ワークフ
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ローでは、 XOCP プロ ト コルを使用して ト レーディ ング  パートナ間のメ ッ
セージを送信します。

� プライベート  プロセス－メ ッセージの内容を処理する ト レーディング パー
トナご とのプラ イベート  プロセスを示します。

このサンプルでは、 ト レーディ ング  パートナのメ ッセージ  ト ラ フ ィ ッ クを処理
するにはどの方法が望ましいかについても示されています。 パブリ ッ ク  プロセ
スは ト レーディ ング パートナのメ ッセージ ト ラフ ィ ッ クの管理に使用し、 プラ
イベート  プロセスはメ ッセージの作成、 メ ッセージの処理、 および外部アプリ
ケーシ ョ ン との リ ンクに使用します。

Hello Partner サンプルのシナリオのロジック

Hello Partner サンプルのシナリオでは、 図 2-1 に示すよ うに、 要求側と応答側の 
2 つの ト レーディング パートナが設定されています。 次の図に、 別々の Hello 
Partner ワークフロー間での上位レベルの会話を示します。

図 2-1   Hello Partner ワークフロー間の会話

注意 : 上の図では、パブリック ワークフローがグレーで網掛けされています。

このシナリオの主要なイベン ト をま とめる と次のよ うにな り ます。

1. RunSamples スク リプ ト が起動され、 次の結果が得られます。

a. WebLogic Server のサンプル インスタンスが開始されます。

b. ブラウザが開き、 サンプル起動ページが表示されます。

c. サンプル起動ページの [Hello Partner] リ ンクをク リ ッ クする と、 Hello 
Partner のメ イン  ページが表示されます。
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2. メニューから整数の値を選択します。 [ サンプルの開始 ] リ ンクを選択しま

す。 その結果、 Hello Partner の メ イン ページから  HelloPartnerServlet に 
HTTP 要求が送信されます。 HTTP 要求には、 選択した整数値が格納されて

います。

3. HelloPartnerServlet によって、 整数値を格納した JMS XML イベン トが送信

されます。

4. JMS XML イベン トによって、 RequestorPrivate ワークフローの開始が ト リガ

されます。 RequestorPrivate ワークフローは MultiplyRequestXML ワークフ

ロー変数を作成し、 MultiplyRequestXML ワークフロー変数を渡して  
RequestorPublic ワークフローを開始します。 その後は、 応答側からの応答を

待ちます。

5. ReplierPublic ワークフローは、 メ ッセージを受信して MultiplyRequestXML 
ワークフロー変数から整数値を抽出します。 つづいて、 これらの値を  
MultiplyInputsXML ワークフロー変数に格納し、 内部 XML イベン ト をポス

ト します。

6. ReplierPrivate ワークフローは、 上記の内部 XML イベン ト によって ト リガさ

れます。 ReplierPrivate ワークフローは、 2 つの整数を乗算した結果を  
MultiplyOutputsXML ワークフロー変数に格納し、 この変数と共に内部 XML 
イベン ト をポス ト します。

7. 上記の内部 XML イベン ト を待っていた ReplierPublic ワークフローは、

MultiplyReplyMessage 入力メ ッセージ ワークフロー変数を作成し、 ビジネス  
メ ッセージと共にそれを送信します。

8. 上記のビジネス  メ ッセージを待っていた RequestPublic ワークフローは、

MultiplyReplyMessage ワークフロー変数から値を抽出し、

MultiplyReplyXML ワークフロー変数を作成して内部 XML イベン ト と共に

ポス ト します。

9. 上記の内部 XML イベン ト を待っていた RequestPrivate ワークフローは、

ResultXMLForJSP ワークフロー変数を作成し、 外部 XML イベン ト と共にポ

ス ト します。

10. HelloPartnerServlet は外部 XML イベン ト を受信し、 その XML から  2 つの整
数を乗算した結果を抽出してブラウザに表示します。
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Hello Partner サンプルを実行する前に

Hello Partner サンプルを実行する前に、 次の手順を実行します。

1. 1-3 ページの 「サンプルの実行前の作業」 に記載の手順に従います。

2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないよ うにブラウザのプロキ

シ設定を確認します。 Web ブラウザ コンフ ィグレーシ ョ ンの要件の詳細に

ついては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コン
フ ィ グレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

Hello Partner サンプルの実行

Hello Partner サンプルを実行するには、 次の作業が必要です。

1. WLI_HOME （WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ） に移動

します。

cd WLI_HOME

� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、

WLI_HOME のパスは、 c:\bea\weblogic700\integration とな り ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、

WLI_HOME のパスは、 /home/me/bea/weblogic700/integration とな り

ます。

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows の場合

setEnv

� UNIX の場合
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. setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 RunSamples スク リプ ト

を起動します。

� Windows:

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� UNIX:

a) PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納された

ディ レ ク ト リが含まれているこ とを確認します。

b) RunSamples スク リプ ト を実行します。

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
RunSamples

警告 : UNIX システムの場合、 netscape 実行ファ イルが入ったディ
レ ク ト リ が PATH 環境変数に含まれている必要があ り ます。 環
境変数に含まれていない場合は、 RunSamples スク リプ トの実
行時にサンプル起動ページが表示されません。 サンプル起動

ページは、 現在 RunSamples スク リプ ト が実行されているマシ
ンで Netscape ブラウザを起動して、 次の URL を入力する と起
動されます。
http://localhost:7001/index.html

4. RunSamples スク リプ トのコンフ ィグレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ

るこ とが検知される と、 次のプロンプ トが表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been
created and populated, possibly from a previous run
of this RunSamples script. Do you want to destroy all the
current data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again? Y for Yes, N for No

この質問に N と入力する と、 リポジ ト リの作成および格納を行う手順が省略

され、 WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順のみが実行

されます。

この質問に Y と入力する と、 リポジ ト リの作成および格納が改めて行われ、

その後で WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順が実行さ

れます。 Y と入力した場合、 その時点でリポジ ト リに格納されている全デー

タが破棄され、 リポジ ト リにサンプル データが再ロード されます。 現在のサ
B2B Integration サンプルの使い方 2-5



2 Hello Partner サンプル （非推奨）
ンプル データが変更または削除され、 新規または未変更のサンプル データ

を リポジ ト リに格納する場合にのみ、 Y を入力して ください。

これで、 RunSamples スク リプ トは WebLogic Server のインスタンスをバッ

クグラウンド  プロセス と して開始し、 サンプル起動ページが表示されます。

図 2-2   サンプル起動ページ

5. [Hello Partner] リ ンクをク リ ッ クする と、 サンプル起動ページの左ペインの [
サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] の下にリ ス トが表示されます。 右ペインに 
Hello Partner サンプルが表示されます。
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図 2-3   Hello Partner サンプル起動ページ

6. ラジオ ボタンで、 2 つの番号を選択します。 [ サンプルの開始 ] をク リ ッ ク
します。
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図 2-4   Hello Partner サンプル結果ページ

7. このと き、 さ らに多 くの B2B サンプルを実行するのであれば、 サンプル起動
ページを開いたままで、 WebLogic Server のインスタンスの実行を続行しま

す。

この時点でこれ以上の B2B サンプルを実行しない場合は、 ブラウザを終了

し、 プラ ッ ト フォームに合わせた適切な手順によって  WebLogic Server のイ
ンスタンスをシャッ トダウンします。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\integration\config\samples
stopWebLogic

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
stopWebLogic
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サンプルの仕組み

このサンプルでは、 合計 4 つのワークフローを使用します。 2 つのパブ リ ッ ク  
ワークフローは、 XOCP メ ッセージのやり と りの要求側と応答側を管理していま

す。 2 つのプラ イベート  ワークフローのう ち、 1 つはサーブレ ッ トおよび要求側

のパブリ ッ ク  ワークフローに接続するため、 も う  1 つは応答側の応答データを

作成するためのものです。

以下の節では、 このプロセスの概要とそれぞれのワークフローについて詳し く説

明します。

� 交換される ドキュ メ ン ト

� 要求側プライベート  ワークフロー

� 要求側パブリ ッ ク  ワークフロー

� 応答側パブリ ッ ク  ワークフロー

� 応答側プライベート  ワークフロー

交換されるドキュメン ト

Hello Partner サンプルでは、 以下の XML ドキュ メ ン ト を使用します。

� 要求側ロールからの要求メ ッセージ

� 応答側ロールからの応答メ ッセージ

� プライベート  ワークフローを ト リガするためにサーブレッ ト から  JMS 経由
で送信される  XML メ ッセージ

� プライベート  ワークフローからサーブレ ッ ト に JMS 経由で送信される  XML 
メ ッセージ

� 応答側パブリ ッ ク  ワークフローから応答側プラ イベート  ワークフローに送

信される  XML イベン ト

� 応答側プライベート  ワークフローから応答側パブリ ッ ク  ワークフローに送

信される  XML イベン ト
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これらのドキュ メ ン トの文書型定義 （DTD） は、 Windows システムの場合、
SAMPLES_HOME\integration\samples\common\dtds ディ レク ト リに、 UNIX 
システムの場合、 SAMPLES_HOME/integration/samples/common/dtds ディ レ

ク ト リに格納されています。 いずれの場合も、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic 
Platform のサンプル ディ レク ト リ を表しています。

要求側ロールからの要求メ ッセージ

以下は、 要求側から送信される  XML メ ッセージです。 メ ッセージには、 乗算さ

れる  2 つの数字が格納されています。

<multiply-request>
<integer-one>5</integer-one>
<integer-two>7</integer-two>
</multiply-request>

メ ッセージは multiply-request.dtd に準拠しています。

応答側ロールからの応答メ ッセージ

以下は、 応答側から送信される  XML メ ッセージです。 生成された メ ッセージと

共に、 乗算の結果が格納されています。

<multiply-reply>
<integer-product>35</integer-product>
<note>Dear RequestorPartner: Here is the product of 7 and 5,
 from ReplierPartner to RequestorPartner.</note>
</multiply-reply>

メ ッセージは multiply-reply.dtd に準拠しています。

プライベート  ワークフローを ト リガするためにサーブレッ ト
から JMS 経由で送信される XML メ ッセージ

以下は、 サーブレッ トが JMS 経由で送信する メ ッセージです。 メ ッセージを受

信する と、 要求側のプライベート  ワークフローが ト リガされます。

<from-multiply-request-jsp-to-workflow light-weight=”false”>
<integer-one>5</integer-one>
<integer-two>7</integer-two>
</from-multiply-request-jsp-to-workflow>
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メッセージは from-multiply-request-jsp-to-workflow.dtd に準拠してい
ます。

プライベート  ワークフローからサーブレッ トに JMS 経由で
送信される XML メ ッセージ

以下は、 要求側のプライベート  ワークフローから  JMS 経由でサーブレッ トに送
信される メ ッセージです。 メ ッセージには、 テキス ト  メ ッセージと共に乗算の

結果が格納されています。

<from-workflow-to-multiply-request-jsp>
<integer-product>35</integer-product>
<note>Dear RequestorPartner: Here is the product of 7 and 5
 from ReplierPartner to RequestorPartner.</note>
</from-workflow-to-multiply-request-jsp>

メッセージは from-workflow-to-multiply-request-jsp.dtd に準拠してい
ます。

応答側パブリ ック  ワークフローから応答側プライベート  ワー
クフローに送信される XML イベント

次の XML イベン トには、 4 つのパラ メータ （乗算の入力値 2 つ、 要求側の名前、
および応答側の名前） を格納した要求入力メ ッセージが含まれています。

<multiply-inputs>
<integer-one>5</integer-one>
<integer-two>7</integer-two>
<requestor-name>PartnerRequestor</requestor-name>
<replier-name>PartnerReplier</replier-name>
</multiply-inputs>

メッセージは multiply-inputs.dtd に準拠しています。

応答側プライベート  ワークフローから応答側パブリ ック ワー
クフローに送信される XML イベント

次の XML イベン トには、 プライベート  ワークフローの応答出力が含まれていま

す。

<multiply-outputs>
<integer-product>35</integer-product>
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<note>Dear RequestorPartner: Here is the product of 7 and 5
 from ReplierPartner to RequestorPartner.</note>
</multiply-outputs>

メ ッセージは multiply-outputs.dtd に準拠しています。

要求側プライベート  ワークフロー

要求側プラ イベート  ワークフローは、 サーブレッ トから初期要求を受信し、 適

切なタイプのメ ッセージを作成してパブ リ ッ ク  ワークフローに送信します。 応

答を受信する と、 応答メ ッセージを処理し、 結果をサーブレッ トに送信します。

次の図では、 このプロセスをワークフローで示しています。

図 2-5   要求側プライベート  ワークフロー
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要求側パブリ ック  ワークフロー

要求側パブリ ッ ク  ワークフローはプラ イベート  ワークフローによって開始され

ます。 要求側パブリ ッ ク  ワークフロー は、 プライベート  ワークフローからワー

クフロー変数を受け取り ます。 次に要求側パブリ ッ ク  ワークフローでは、 要求 

サーブレッ トから  XML イベン ト を受信する と、 ワーク
フローが ト リ ガされる。 「プラ イベー ト  ワークフローを
ト リ ガするためにサーブレッ トから  JMS 経由で送信され
る  XML メ ッセージ」 で説明したよ うに、 XML イベン ト
は <from-multiply-request-jsp-to-workflow> 形
式に準拠している。 開始ノードでは、 XML から変換文
字列を抽出し、 <multiply-request> ドキュ メ ン ト を
作成してワークフロー変数に格納する。

アクシ ョ ン ノードでは、 パブ リ ッ ク  ワークフローを開
始し、 <multiply-request> ドキュ メ ン ト を格納した
ワークフロー変数を渡す。

イベン ト  ノードでは、 <multiply-reply> ドキュ メ ン
ト を待つ。 <multiply-reply> ドキュ メ ン ト を受信し、
変換文字列を抽出する。

<from-workflow-to-multiply-request-jsp> ド
キュ メ ン ト を作成し、 サーブレッ トに送信する。

完了ノードでワークフローが終了する。
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XML をも とにメ ッセージを作成し、 これを応答側に送信して応答を待ちます。

応答メ ッセージを受信後、 応答 XML を抽出し、 これをプラ イベート  ワークフ

ローに渡します。 次の図に、 このプロセスをワークフローで示します。

図 2-6   要求側パブリ ック ワークフロー

このワークフローはプラ イベー ト ワークフローか

ら開始される。 プラ イベート  ワークフローは、 こ
のワークフローに   <multiply-request> ドキュ メ
ン ト を渡す。 開始ノードでは、 メ ッセージ文字列

を抽出してワークフロー変数に格納する。
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応答側パブリ ック  ワークフロー

応答側パブリ ッ ク  ワークフローは、 要求側メ ッセージの受信と同時に開始され

ます。 要求側メ ッセージを受信する と、 メ ッセージから要求 XML を抽出し、 こ

れを格納した XML イベン ト をパブリ ッシュして応答側プライベート  ワークフ

ローを開始します。応答側プラ イベート  ワークフローから  XML イベン トが返信

されたら、 応答 XML を含むメ ッセージを要求側に返信します。 次の図では、 こ

のプロセスをワークフローで示しています。

アクシ ョ ン ノードでは、 XOCP メ ッセージ内の 
<multiply-request> ドキュ メン ト を応答側ロール
に送信する。 ト レーディング  パー トナ名には 
PartnerReplier を指定する。

イベン ト  ノードでは、 応答側からの XOCP 応答
メ ッセージを待つ。 メ ッセージを受信後、

<multiply-reply> ドキュ メ ン ト を抽出してワーク

フロー変数に格納する。

アクシ ョ ン ノードでは、 <multiply-reply> ドキュ
メ ン ト を  XML イベン ト と してパブ リ ッシュする。

完了ノードでワークフローが終了する。
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図 2-7   応答側パブリ ック ワークフロー

ワークフローは <multiply-request> ドキュ メン ト
を受信する と同時に開始される。 開始ノードでは、

メ ッセージから内容を抽出してワークフロー変数

に格納する。 ワークフロー変数のフォーマッ トは 
<multiply-input> で、 <multiply-request> ド
キュ メ ン ト内の値と、 メ ッセージ内の送信側と応

答側の名前を使用する。

アクシ ョ ン  ノードでは、 <multiply-inputs> ド
キュ メ ン ト を XML イベン ト と してパブ リ ッシュ
し、 プラ イベート  ワークフローを開始する。
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応答側プライベート  ワークフロー

応答側プライベート  ワークフローは、 要求 XML を格納した XML イベン ト を応
答側パブリ ッ ク  ワークフローから受信する と同時に開始されます。 要求を受信
する と、 データを処理して  XML ドキュ メ ン ト内に応答を生成し、 XML イベン
ト を使用して応答側パブリ ッ ク  ワークフローに応答 XML を返信します。

イベン ト  ノードでは、 <multiply-outputs> ドキュ
メ ン ト を格納した XML イベン ト を受信するため応
答を待つ。

アクシ ョ ン ノードでは、 <multiply-outputs> ド
キュ メ ン ト に基づいて  <multiply-reply> ドキュ メ
ン ト を作成する。 その結果を  XML ワークフロー変
数に格納する。

アクシ ョ ン ノードでは、 <multiply-reply> ドキュ
メ ン ト を格納したメ ッセージを  XOCP で要求側に
送信する。

完了ノードでワークフローが終了する。
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図 2-8   応答側プライベート  ワークフロー

ワークフローは、 <multiply-inputs> 型のドキュ
メ ン ト を格納した XML イベン ト を受信する と同時
に開始される。 開始ノードでは、 ドキュ メ ン ト を

ワークフロー変数に格納する。

このアクシ ョ ン ノードでは、 <multiply-inputs> 
ドキュ メ ン ト から入力された整数の乗算結果を格

納する整数ワークフロー変数を作成する。
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このアクシ ョ ン  ノードでは、 <multiply-outputs> 
型のドキュ メ ン ト をワークフロー XML 変数と して
作成する。ステップ 2 と ステップ 3 の整数ワークフ
ロー変数およびノート  ワークフロー変数の値はこ
のドキュ メン トに格納される。

このアクシ ョ ン  ノードでは、 <multiply-reply> ド
キュ メ ン ト を  XML イベン ト と してパブリ ッシュす
る。

完了ノードでワークフローが終了する。
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奨）

Channel Master サンプルには、 大規模ト レーディ ング  パートナが WebLogic 
Integration を使用してそのサプラ イ  チェーンを自動化する方法が示されていま
す。 サンプルでは、 WebLogic Integration ト レーディ ング パートナ間での通信方
法と して、 XOCP ビジネス  プロ ト コルを使用するポイン ト  ツー ポイン ト通信と
マルチキャス ト （ブロードキャス ト ） 通信の両方を示します。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� Channel Master サンプルの概要

� Channel Master サンプルを実行する前に

� Channel Master サンプルの実行

� Channel Master サンプルのワークフロー

注意 : Channel Master サンプルは、 XOCP プロ ト コルに基づいていますが、 こ
のプロ ト コルは、 この リ リースの WebLogic Integration から非推奨に
なっています。 XOCP に代わる機能については、 『WebLogic Integration 
リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Channel Master サンプルの概要

以下に、 このサンプルでの ト レーディング  パートナ間の通信手順をま とめます。

1. チャネル マスタ  バイヤとなる ト レーディ ング  パートナが、 特定のアイテム
の価格と在庫に関する クエ リ （QPA） をブロードキャス ト します。 このサン
プルでは、 2 社のサプライヤ ト レーディ ング パートナがクエ リ を リ スンしま
す。 したがって、 クエ リ を受信するサプラ イヤ  ト レーディ ング パートナは 2 
社とい う こ とにな り ます。 ブロードキャス ト通信は多くの ト レーディ ング  
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パートナが受信できますが、 このサンプルではリ スンしているサプラ イヤが 
2 社のみであるため、 クエ リ を受信するサプラ イヤも  2 社のみとい う こ とに
な り ます。 このアクシ ョ ンによって、 ブロードキャス ト （またはマルチキャ
ス ト ） 通信の例が示されています。 次の図では、 QPA とい うエンベロープが 
XML メ ッセージを表しています。

この例では、 価格と在庫に関するクエ リ （QPA） を格納した XML メ ッセー
ジが、 ト レーディ ング  パートナ間で転送されます。 上の図は、 これを単純化
して表しています。 詳細については、 3-26 ページの 「マルチキャス ト （ブ

ロードキャス ト ） メ ッセージ」 を参照して ください。

2. 2 社のサプラ イヤは、 バイヤに見積も り を返信します。 見積も りには、 要求
されたアイテムの価格と在庫が記載されています。 このステップでの各サプ
ライヤとバイヤとの間の通信はポイン ト  ツー ポイン ト通信とな り ます。
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3. バイヤは、 いずれかのサプラ イヤを選択して発注書 （PO） を送信します。 こ
のアクシ ョ ンもポイン ト  ツー ポイン ト通信です。
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4. 選択されたサプライヤは、 発注確認メ ッセージを返信します。

Channel Master サンプルを実行する前に

Channel Master サンプルを実行する前に、 次の手順を実行します。

1. 1-3 ページの 「サンプルの実行前の作業」 に記載の手順に従います。

2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないよ うにブラウザのプロキ
シ設定を確認します。 Web ブラウザ コンフ ィグレーシ ョ ンの要件の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コン
フ ィ グレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

Channel Master サンプルの実行

Channel Master サンプルを実行するには、 次の手順を実行します。

注意 : RunSamples スク リプ ト で起動した WebLogic Server のインスタンスが実
行中である場合はステップ 4 に進みます。
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1. WLI_HOME (WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ) に移動し
ます。

cd WLI_HOME

� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、
WLI_HOME は、 c:\bea\weblogic700\integration とい うパス名を表し
ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  /home/me/bea ディ レク ト リにインス トールした場
合は、 WLI_HOME は、 /home/me/bea/weblogic700/integration とい う
パス名を表します。

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った  setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows の場合

setEnv

� UNIX の場合

. setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 RunSamples スク リプ ト
を起動します。

� Windows:

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� UNIX:

a) PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納された

ディ レ ク ト リが含まれているこ とを確認します。

b) RunSamples スク リプ ト を実行します。

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
RunSamples

警告 : UNIX システムの場合、 netscape 実行ファ イルが入ったディ
レ ク ト リ が PATH 環境変数に含まれている必要があ り ます。 含
まれていない場合は、 RunSamples スク リプ トの実行時にサン
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3 Channel Master サンプル （非推奨）
プル起動ページが表示されません。 サンプル起動ページは、 現

在 RunSamples スク リプ トが実行されているマシンで Netscape 
ブラウザを起動して、 次の URL を入力する と起動されます。
http://localhost:7001/index.html

4. RunSamples スク リプ ト のコンフ ィ グレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ
る こ とが検知される と、 次のプロンプ ト が表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been created
and populated, possibly from a previous run of this
RunSamples script. Do you want to destroy all the current
data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again?
Y for Yes, N for No

この質問に N と入力する と、 リ ポジ ト リの作成および格納を行う手順が省略
され、 WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順のみが実行
されます。

この質問に Y と入力する と、 リ ポジ ト リの作成および格納が改めて行われ、
その後で WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順が実行さ
れます。 Y と入力した場合、 その時点でリポジ ト リに格納されている全デー
タが破棄され、 リ ポジ ト リにサンプル データが再ロード されます。 現在のサ
ンプル データが変更または削除され、 新規または未変更のサンプル データ
を リポジ ト リに格納する場合にのみ、 Y を入力して ください。

これで、 RunSamples スク リプ トは WebLogic Server のインスタンスを
（バッ クグラウンド  プロセス と して） 開始し、 サンプル起動ページが表示さ
れます。

Channel Master サンプルは、 その他の WebLogic Integration B2B サンプルと
違い、 サンプル起動ページからは起動されません。 Channel Master サンプル
を起動するには、 WebLogic Server のサンプル インスタンスが実行されてい
る必要があ り ます。 以下の手順を完了するまでは、 WebLogic Server のイン
スタンス とサンプル起動ページが常に実行されている状態にしておいて くだ
さい。

5. WebLogic Integration Worklist を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせ
て適切な手順を実行します。

� Windows:

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜Worklist] を選択
します。

� UNIX:
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a) $WLI_HOME （WebLogic Integration をインス トールしたディ レ ク ト リ ）
に移動します。

cd $WLI_HOME/bin

b) worklist スク リプ ト を起動します。

worklist

6. 次の情報を使用して、 WebLogic Integration Worklist にログインします。

� ログイン : joe

� パスワード  : password

� URL : t3//localhost:7001

WebLogic Integration Worklist のメ イン  ウ ィン ド ウが表示されます。

7.  WebLogic Integration Worklist を使用してサンプルを実行します。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 この リ リースの Weblogic 
Integration から非推奨になっています。 Worklist に代わる機能の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

a. Worklist ウ ィ ン ドウの右上のド ロ ップダウン リ ス ト を開きます。ORG1 を
選択します。

b. [joe] タブを選択します。
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c. Worklist のメニュー バーから、 [ ワークフロー｜ワークフローを開始 ] を
選択します。 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されま
す。

d. [BuyerPrivate] ワークフローを選択します。 [OK] をク リ ッ ク します。
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e. サンプルが正常に実行されたかど うかを確認するには、 myserver.log 
ファ イルの中で次のメ ッセージを探します。

CHANNEL MASTER SAMPLE RAN SUCCESSFULLY!!!

myserver.log ファ イルは、 Windows の場合、
%SAMPLES_HOME%\integration\config\samples\logs ディ レク ト リに、
UNIX の場合、 $SAMPLES_HOME/integration/config/samples/logs 
ディ レ ク ト リに格納されています。

8. WebLogic Integration Worklist を閉じます。 Worklist のメニュー バーから、 [
ファ イル｜終了 ] を選択します。

9. 別の B2B サンプルを実行した り、 3-17 ページの 「SupplierOnePrivate ワーク
フローの表示」 で説明する手順を完了する必要がある場合は、 サンプル起動
ページを開いた状態で、 WebLogic Server のインスタンスは実行したままに
しておきます。

別の B2B サンプルを実行した り、 3-17 ページの 「SupplierOnePrivate ワーク
フローの表示」 で説明する手順を完了する必要がない場合は、 ブラウザと  
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WebLogic Server を終了します。 WebLogic Server のインスタンスを終了する
手順は、 プラ ッ ト フォームによって異な り ます。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\integration\config\samples
stopWebLogic

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
stopWebLogic

Channel Master サンプルのワークフロー

次の図に、別々の Channel Master ワークフロー間での上位レベルの会話を示しま
す。

図 3-1   Channel Master ワークフロー間の会話

次の図は、 Channel Master サンプルの実行フローを ト レースした  1 番目の図で
す。
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図 3-2   ワークフローのト レース : ステップ 1 ～ 4

以下では、 各ステップの詳細を説明します。 ステップの番号は、 図 3-2 の番号に
対応しています。

1. ユーザが WebLogic Integration Worklist ユーティ リ テ ィ を呼び出します。 こ
れによ り、 BuyerPrivate ワークフローが開始されます。

2. BuyerPrivate ワークフローは、 QPA 要求 XML ドキュ メ ン ト を作成し、 これ
をワークフロー変数に格納します。

3. BuyerPrivate ワークフローは、 CMBuyerPOPublic ワークフローを開始しま
す。

4. CMBuyerQPAPublic ワークフローは、 全サプラ イヤへの QPA 要求ドキュ メ
ン ト に基づいて、 QPA ビジネス  メ ッセージをブロードキャス ト します。 こ
のブロードキャス トによって、 CMSupplierQPAPublic ワークフローの 2 つの
インスタンスが開始されます。 1 つは PartnerSupplierOne ト レーディング 
パートナ、 も う  1 つは PartnerSupplierTwo ト レーディ ング パートナです。
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2 つのインスタンスが開始されるのは、 各 ト レーディ ング  パートナが 
ChannelMasterHub ト レーディング パートナとのコラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン ト を持っているためです。 これは、 ワークフローが  
CMQPAConversation の会話定義名と  1.1 の会話定義と と もにビジネス  メ ッ
セージを受信した場合に、 CMSupplier のロール名を使用する必要がある こ と
を指定するためのものです。

次のリ ス トに、 ChannelMasterHub と  Partner とのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン ト を示します。 ChannelMasterHub ト レーディ ング パートナが必要とな
る理由の詳細については、 3-26 ページの 「マルチキャス ト （ブロードキャス
ト ） メ ッセージ」 を参照して ください。

コード  リスト  3-1   インポート  リポジト リ  データ  ファイルのコラボレーション 
アグリーメント  セクション

<collaboration-agreement
name="CMQPAConversation|1.1|PartnerSupplierOne|ChannelMasterHub"
global-identifier="CMQPAConversation|1.1|PartnerSupplierOne|ChannelMasterHub"
version="1.1"
status="ENABLED"
conversation-definition-name="CMQPAConversation"
conversation-definition-version="1.1">
<party
trading-partner-name="PartnerSupplierOne"
party-identifier-name="PartnerSupplierOnePartyId"
delivery-channel-name="PartnerSupplierOneDeliveryChannel"
role-name="CMSupplier"/>

<party
trading-partner-name="ChannelMasterHub"

party-identifier-name="ChannelMasterHubPartyId"
delivery-channel-name="ChannelMasterHubDeliveryChannel"
role-name="CMBuyer"/>

</collaboration-agreement>

この リ ス トは、 Channel Master サンプルの BulkLoaderData.xml ファ イルか
らの抜粋です。 このファ イルは、 サンプルに必要なデータを  WebLogic 
Integration リポジ ト リにインポートするために使用します。 Windows システ
ムの場合は %SAMPLES_HOME%\integration\samples\ChannelMaster\lib
ディ レク ト リに、 UNIX システムの場合は 
$SAMPLES_HOME/integration/ChannelMaster/lib にあ り ます。 リ ポジ ト
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リ  データは、 WebLogic Integration B2B Console から入力するこ と もできま
す。

これと似ているのが、 リ ポジ ト リ  データ  ファ イル内の PartnerSupplierTwo 
ト レーディング パートナのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト です。 これは、
ワークフローが CMQPAConversation の会話定義名と  1.1 の会話定義と と も
にビジネス メ ッセージを受信した場合に、 CMSupplier のロール名を使用す
る必要があるこ とを指定するためのものです。

CMQPAConverstion の会話定義では、 CMSupplier ロール用に 
CMSupplierQPAPublic ワークフローのインスタンスが開始されている必要が
ある こ とが指定されています。 次のリ ス ト を参照して ください。

コード  リス ト  3-2   インポート  リポジト リ  データ  ファイル内の会話定義

<conversation-definition
name="CMQPAConversation"
version="1.1"
business-protocol-name="XOCP"
protocol-version="1.1">
<role
name="CMBuyer"
wlpi-template="CMBuyerQPAPublic">
<process-implementation wlpi-org="ORG1" />
</role>
<role
name="CMSupplier"
wlpi-template="CMSupplierQPAPublic">
<process-implementation wlpi-org="ORG1" />
</role>
</conversation-definition>

次の図に、 ステップ 5 ～ 7 の実行フローを示します。 各ステップの説明は、
図の後にあ り ます。
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図 3-3   ワークフローのト レース :  ステップ 5 ～ 7
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5. CMBuyerQPAPublic ワークフローの各インスタンスは、 内部 XML イベン ト
をポス ト します。 PartnerSupplierOne の CMSupplierQPAPublic ワークフロー
のインスタンスが内部 XML イベン ト をポス トする と、 SupplierOnePrivate 
ワークフローの開始が ト リガされます。 PartnerSupplierTwo の 
CMSupplierQPAPublic ワークフローのインスタンスが内部 XML イベン ト を
ポス トする と、 SupplierTwoPrivate ワークフローの開始が ト リガされます。

PartnerSupplierOne ト レーディ ング パートナが ト リガするのは、
SupplierOnePrivate ワークフローのみです。 SupplierTwoPrivate ワークフロー
はト リガされません。 これは、 SupplierOnePrivate ワークフローの開始ノー
ドで、 PartnerSupplierOne からのイベン ト によってのみト リガされるよ うに
指定されているためです。 SupplierOnePrivate ワークフローの開始方法、 お
よび SupplierOnePrivate ワークフローを開始するための条件を表示する方法
については、 3-17 ページの 「SupplierOnePrivate ワークフローの表示」 を参
照して ください。

6. SupplierOnePrivate および SupplierTwo Private ワークフローは、 QPA 要求か
ら変数情報を抽出して QPA XML 応答を作成し、 QPA XML 応答メ ッセージ
を内部 XML イベン ト と してポス ト します。

7. CMSupplierQPAPublic ワークフローの各インスタンスは、 QPA XML 応答
メ ッセージを待ちます。 応答メ ッセージを受信する と、 QPA XML 応答メ ッ
セージからビジネス  メ ッセージを作成して送信します。

次の図に、 ステップ 8 ～ 16 の実行フローを示します。 各ステップの説明は、
図の後にあ り ます。
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図 3-4   ワークフローのト レース : ステップ 8 ～ 16

8. CMBuyerQPAPublic ワークフローは、 応答を  1 つにまとめた QPA アグ リ
ゲート  XML 応答メ ッセージを送信します。 メ ッセージには、 サプライヤか
らの価格と在庫の情報が含まれています。
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9. QPA XML 応答を待っていた BuyerPrivate ワークフローは、 も う一度実行を
開始し、 QPA XML 応答メ ッセージに基づいてサプライヤを選択します。

10. BuyerPrivate ワークフローは、 発注書 XML ドキュ メ ン ト を作成し、 これを  
POXml XML ワークフロー変数に格納します。

11. BuyerPrivate ワークフローは、 CMBuyerPOPublic ワークフローを開始しま
す。

12. CMBuyerPOPublic ワークフローは、 発注書ビジネス  メ ッセージを作成して
送信します。 送信後は、 発注確認書が送信されて く るのを待ちます。

13. CMSupplierPOPublic ワークフローは、 渡された POMessage ワークフロー変
数から発注情報を抽出し、 POXml XML ワークフロー変数を構築して XML 
イベン ト をポス ト した後、 発注確認書が送信されてく るのを待ちます。
PartnerSupplierTwo によって一番条件の良い価格と在庫が提示されたため、
PartnerSupplierTwo がサプラ イヤと して選択されます。

14. SupplierTwo Private ワークフローは、 PO 要求から変数情報を抽出して PO 
XML 応答を作成し、 PO XML 応答メ ッセージを内部 XML イベン ト と して
ポス ト します。

15. CMSupplierPOPublic ワークフローは発注確認書を待ちます。 確認書を受信し
た後、 CMBuyerPOPublic に XML 発注確認メ ッセージを返送します。

16. CMBuyerPOPublic ワークフローは発注確認書を待ちます。 確認書を受信後、
受け取った XML ドキュ メ ン トから情報を抽出し、 発注 XML 確認ドキュ メ
ン ト ををポス ト します。

17. BuyerPrivate はこれで終了です （このステップは、 図 3-4 には示されていな
い）。

SupplierOnePrivate ワークフローの表示

SupplierOnePrivate ワークフローは、 PartnerSupplierOne ト レーディ ング  パート
ナからの XML イベン トのみを受け付けます。 SupplierOnePrivate ワークフロー
を表示し、 受け付ける  XML イベン トがど う制限されているかを見るには、 次の
手順を実行します。

注意 : RunSamples スク リプ トで起動した  WebLogic Server のインスタンスが実
行中である場合はステップ 4 に進みます。
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1. WLI_HOME (WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ) に移動し
ます。

cd WLI_HOME

� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、
WLI_HOME は、 c:\bea\weblogic700\integration とい うパス名を表し
ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  /home/me/bea ディ レ ク ト リにインス トールした場
合は、 WLI_HOME は、 /home/me/bea/weblogic700/integration とい う
パス名を表します。

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows の場合

setEnv

� UNIX の場合

. setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 RunSamples スク リプ ト
を起動します。

� Windows:

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� UNIX:

a) PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納された

ディ レク ト リが含まれている こ と を確認します。

b) RunSamples スク リプ ト を実行します。

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
RunSamples

警告 : UNIX システムの場合、netscape 実行ファ イルが入ったディ レ ク ト リが 
PATH 環境変数に含まれている必要があ り ます。 含まれていない場合は、
RunSamples スク リプ ト の実行時にサンプル起動ページが表示されませ
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ん。 サンプル起動ページは、 現在 RunSamples スク リプ トが実行されて
いるマシンで Netscape ブラウザを起動して、 次の URL を入力する と起
動されます。
http://localhost:7001/index.html

4. RunSamples スク リプ トのコンフ ィグレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ
るこ とが検知される と、 次のプロンプ トが表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been created
and populated, possibly from a previous run of this
RunSamples script. Do you want to destroy all the current
data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again?
Y for Yes, N for No

If you answer この質問に N と入力する と、 リポジ ト リの作成および格納を行
う手順が省略され、 WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手
順のみが実行されます。

この質問に Y と入力する と、 リポジ ト リの作成および格納が改めて行われ、
その後で WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順が実行さ
れます。 Y を入力した場合、 RunSamples スク リプ トは、 現在リポジ ト リに
ある全データを破棄し、 リポジ ト リに改変されていないバージ ョ ンのサンプ
ル データをロード します。 現在のサンプル データが変更または削除され、
新規または未変更のサンプル データを リポジ ト リに格納する場合にのみ、 Y 
を入力して ください。

これで、 RunSamples スク リプ トは WebLogic Server のインスタンスをバッ
クグラウンド  プロセス と して開始し、 サンプル起動ページが表示されます。

5. WebLogic Integration Studio を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせて
適切な手順を実行します。

� Windows: 

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic E-Business Platform｜
WebLogic Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

� UNIX:

cd $WLI_HOME/bin
studio

6. 次の情報を使用して  WebLogic Integration Studio にログインします。

� ログイン : joe

� パスワード  : password
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� URL : t3//localhost:7001

WebLogic Integration Studio のメ イン ウ ィ ン ドウが表示されます。

7. 左ペインの [オーガニゼーシ ョ ン ] の下にある ド ロ ップダウン  リ ス ト から、
[ORG1] を選択します。

8. 左ペインの [ テンプレート ] フォルダを展開します。 サンプルの全テンプ
レートの リ ス トが表示されます。
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9. 左ペインの [SupplierOnePrivate] フォルダを開きます。

10. SupplierOnePrivate ワークフローのインスタンスを開いて表示するには、 次
の手順を実行します。

a. SupplierOnePrivate の下にリ ス ト されている日付のフォルダを右ク リ ッ ク
します。
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b. [開く ] を選択します。

ワークフローが図示されます。 SupplierOnePrivate ワークフローを構成す
る開始ノード、 タスク  ノード、 分岐ノード、 イベン ト  ノードが表示され
ています。
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11.  右ペインの左上にある開始ノードをダブルク リ ッ ク します。

[開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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このワークフローを開始するには、 上の図に示した [開始のプロパテ ィ ] ダ
イアログ  ボッ クスの [条件 ] フ ィールドに定義されている式が true になって
いる必要があ り ます。

12. [条件 ] フ ィールドの右にある  [A+B] オプシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。
[Expression Builder] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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指定した式によって、 ワークフローが受信した  XML メ ッセージが評価され、
CMQPARequest TPName ノードの値が PartnerSupplierOne であるかど うかが
識別されます。 値が PartnerSupplierOne である場合は、 式が true となって
ワークフローが開始されます。

13. B2B サンプルの実行を続けた り、 3-17 ページの 「SupplierOnePrivate ワーク
フローの表示」 で説明する手順を完了する必要がある場合は、 サンプル起動
ページを開いた状態で、 WebLogic Server のサンプル インスタンスは実行し
たままにしておきます。

B2B サンプルの実行を続ける必要がない場合は、 WebLogic Server のサンプ
ル インスタンスをシャッ ト ダウンし、 サンプル起動ページを実行しているブ
ラウザを閉じます。 WebLogic Server をシャッ ト ダウンするには、 プラ ッ ト
フォームに合わせて適切な手順を実行します。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\integration\config\samples
stopWebLogic

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
stopWebLogic
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マルチキャスト （ブロードキャスト） メ ッセージ

メ ッセージのマルチキャス ト またはブロードキャス トは、 XOCP ビジネス  プロ
ト コルでのみサポート されています。 また、 メ ッセージがルーティ ング  プロキ
シ配信チャネル （ハブ） 経由でルーティ ングされた場合にのみサポート されま
す。 直接のポイン ト  ツー ポイン ト通信ではサポート されていません。 したがっ
て、 上記のサンプルでいえば、 PartnerBuyer ト レーディ ング パートナから  
PartnerSupplierOne および PartnerSupplierTwo ト レーディング パートナに直接
メ ッセージが送信されるわけではあ り ません。 メ ッセージは、 ルーティ ング  プ
ロキシ配信チャネルと  ChannelMasterHub ト レーディ ング パートナを経由して送
信されます。 次の図は、 マルチキャス ト  メ ッセージが ト レーディング  パートナ
間でルーティ ングされる様子を示しています。
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警告 : このサンプルでは、 単純化するためにすべての ト レーディ ング  パー
トナで同じ  WebLogic Server インスタンスを使用しています。 プロダ
クシ ョ ン環境では、 バイヤおよびサプラ イヤの各ト レーディング  
パートナは、 別々の WebLogic Integration サーバ インスタンスを実行
します。
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RosettaNet 2.0 Security サンプルは、 WebLogic Integration を使用して RosettaNet 
2.0 PIP 3A2 および PIP 0A1 をワークフローで実装する方法を示します。 特に、
RosettaNet 2.0 PIP 3A2 標準に準拠するビジネス メ ッセージを交換する  2 社の ト
レーディ ング パートナを示しています。

この章のト ピッ クは以下のとおりです。

� RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要

� RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要

� RosettaNet 2.0 Security サンプルを実行する前に

� RosettaNet 2.0 Security サンプルの実行

� RosettaNet 2.0 Security サンプルにおけるワークフロー

RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要

RosettaNet は、 オープンな電子商取引プロセス標準の作成、 実装および推進を行
う非営利の連合体です。 RosettaNet Partner Interface Process （PIP） は、 ト レー
ディ ング  パートナ間のビジネス  プロセスを定義するものです。 PIP 3A2 は、 ト
レーディ ング パートナが製品の価格と在庫に関する情報の要求と提供を行う た
めに使用できる、 自動化されたプロセスです。

RosettaNet 2.0 Security サンプルでは、 PIP 3A2 の実装を例示しています。 また、
障害通知送信メカニズムを提供する  PIP 0A1 も実装します。 最後に、 このサンプ
ルは RosettaNet 2.0 をサポートするために必要な  WebLogic Integration のセキュ
リテ ィ機能である、 双方向 SSL 認証、 デジタル署名、 データ暗号化、 および否
認防止性を例示します。
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WebLogic Integration での RosettaNet の実装の詳細については、『B2B Integration 
RosettaNet の実装』 を参照して ください。 WebLogic Integration の B2B 
Integration 機能でのセキュ リテ ィの使用の詳細については、 『B2B Integration セ
キュ リ テ ィの実装』 を参照して ください。

RosettaNet は、 このサンプルで使用されている  RosettaNet 2.0 PIP の理解に役立
つ数点のマニュアルを公開しています。 次のマニュアルおよび zip ファ イルは、
RosettaNet の Web サイ ト （http://www.rosettanet.org） の 「Standards」 セ
クシ ョ ンからダウンロード可能です。

� 「Understanding a PIP Blueprint」 － PIP Blueprint の読み方を説明します。
「Standards」 セクシ ョ ンの 「Supporting Documentation」 の項目からダウン
ロードできます。

� PIP 3A2 - Request Quote zip ファ イル－ PIP 3A2 の仕様情報および DTD が
含まれています。 [Standard｜ PIPs｜ Cluster 3: Order Management｜
Segment 3A: Quote and Order Entry｜ PIP 3A2: Request Price and Availability
｜ Version R1.3] を選択する とダウンロードできます。

� PIP 0A1 - Notification of Failure zip ファ イル－ PIP 0A1 の仕様情報および 
DTD が含まれています。 [Standard｜ PIPs｜ Cluster 0: RosettaNet Support｜
Segment 0A: Administrative｜ PIP 0A1: Notification of Failure｜ Version 
R1.3] を選択する とダウンロードできます。

RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要

以下のタスク順序では、 このサンプルの PIP 3A2 ト レーディ ング  パートナ間通
信の高度な概要を示します。

1. 顧客 ト レーディ ング パートナは、 サプラ イヤ ト レーディング パートナに価
格および在庫の要求を送信します。 このよ う な要求を送信するのはたとえ
ば、 サプラ イヤがある個数のメモ リ  チップをある特定の価格で提供できるか
ど う かを調べよ う と しているコンピュータ  メーカー （顧客 ト レーディ ング 
パートナ） などです。 次の図は、 送信されている要求を示します。 図中のエ
ンベロープは、 価格と在庫の要求を含む XML メ ッセージを表します。
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2. サプライヤは、 価格および在庫の要求を受信したとい う確認応答を顧客に送
信します。

3. サプライヤは、 要求された商品を販売するにあたっての個数と価格を含む応
答を顧客に送信します。

4. 顧客は、 価格および在庫に関する返信を受信したこ と を示す受領確認書をサ
プライヤに送信します。
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RosettaNet 2.0 Security サンプルを実行す
る前に

RosettaNet 2.0 Security サンプルを実行する前に、 次の手順を実行します。

1. 1-3 ページの 「サンプルの実行前の作業」 に記載の手順に従います。

2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないよ うにブラウザのプロキ
シ設定を確認します。 Web ブラウザ コンフ ィグレーシ ョ ンの要件の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コン
フ ィ グレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

RosettaNet 2.0 Security サンプルの実行

このサンプルについては、 い くつかの制限があ り ます。 それらの詳細および回避
策については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』、 「確認済みの制限」 に
ある  2 つの変更要求、 CR063709 と  CR075768 を参照して ください。

WebLogic Integration で提供している他の B2B サンプルとは異なり、 RosettaNet 
2.0 Security サンプルはサンプル ド メ インでは実行されず、 またサンプル起動
ページから も起動されません。

RosettaNet 2.0 Security サンプルを実行するには、 次の手順を実行します。

1. 次の例に示すよ うに、 適切なコマンドを入力して WebLogic Integration の
ホーム  ディ レク ト リ （WebLobic Integration をインス トールしたディ レ ク ト
リ ） に移動します。

� Windows: 

cd c:\bea\weblogic700\integration

� UNIX:

cd /home/me/bea/weblogic700/integration
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2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った  setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows: 

setEnv

� UNIX:

./setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに対応したコマンドを入力し、 RosettaNet 2.0 Security サン
プルの bin ディ レク ト リに移動します。

� Windows: 

cd %SAMPLES_HOME%\integration\samples\RN2Security\bin

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/samples/RN2Security/bin

4. pointbase オプシ ョ ンを指定して RunRN2Security スク リプ ト を実行します。

RunRN2Security pointbase

WebLogic Server のインスタンスが両方と も起動を終了するまで待機し、 次
の手順に進みます。 RunRN2Security スク リプ トは、 バッ クグラウンド  プロ
セス と して、 WebLogic Server の 2 つのインスタンスを開始します。 サーバ
の起動が完了する と、 WebLogic Server のコンソール ウ ィ ンド ウに次のログ  
メ ッセージが表示されます。

RunRN2Security execution successful

警告 : 他の B2B サンプルと異な り 、 RosettaNet 2.0 Security サンプル

では、 サンプル ド メ インで使用されるデータベースの切り替

えを行う  WebLogic Integration データベース  ウ ィザードを使用

できません。

5. ブラウザを起動します。 次の URL を入力して、 QPASubmit JSP ページを
ロード します。

http://localhost:7501/QPASubmit.jsp

[QPA (RosettaNet 2.0 PIP 3A2) Submission] ページが表示されます。
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6. [Global Product ID]、 [Product Unit Price]、 および [Product Quantity] の各値を
選択します。 [Send QPA] をク リ ッ ク します。

次のよ う な送信と応答のステータス情報が、 ブラウザに表示されます。
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7. この時点で 4-10 ページの 「ワークフローの要点」 に記載の手順を実行する場
合は、 WebLogic Server のインスタンスを両方と も実行中の状態にします。

この時点で、 4-10 ページの 「ワークフローの要点」 に記載の手順を実行しな
い場合は、 ブラウザを終了し、 次のプロジージャによって  WebLogic Server 
のインスタンスを両方と もシャッ ト ダウンします。

StopRN2Security

RosettaNet 2.0 Security サンプルにおける
ワークフロー

RosettaNet 2.0 Security サンプルは、 WebLogic Integration を使用して RosettaNet 
2.0 PIP 3A2 および PIP 0A1 をワークフローで実装する方法を示します。 パブ
リ ッ ク  プロセスは、 ト レーディ ング  パートナ間の正式な契約です。 この契約に
は、 ト レーディ ング パートナ間のメ ッセージ交換のコンテンツとセマンティ ク
スが規定されます。 2 つのパブリ ッ ク  ワークフロー （PIP3A2_Customer_RN2 お
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よび PIP3A2_Supplier_ RN2） は、 PIP 3A2 標準を  WebLogic Integration 上で実装
したものです。 プライベート  プロセスは、 特定のビジネス組織に固有であ り、
その組織の外部からは見えません。 PIP 3A2 を実装するパブリ ッ ク  ワークフロー
は、図 4-1 では網掛けされた長方形と して表現されています。 プライベート  プロ
セスは、 網掛けされていない長方形で表しています。 図 4-1

次の図は、 RosettaNet における各種セキュ リ テ ィ  サンプル ワークフロー間の、
さまざまな会話を示します。
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図 4-1   RosettaNet 2.0 Security ワークフロー間の会話

注意 : 図中におけるロジッ クの流れは、 エラーが生じない場合に実行される
ワークフローのタスク順序のみを示します。 このタスク順序には、 エ
ラー処理ロジッ クは含まれません。 たとえば、 障害通知を発行するワー
クフローである  PIP 0A1 は、 図示されていません。
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実行フローを開始する前に、 WebLogic Server の 2 つのインスタンスを起動する
必要があ り ます。 1 つは顧客用、 も う  1 つはサプラ イヤ用です。 このサンプルの
実行フローは、 図 4-1 の左上隅にある 「ブラウザ」 の四角形から開始されます。
次の手順は、 実行フローの一部を ト レースしています。

1. 実行フローを開始するには、 ブラウザを起動し、 QPASubmit.jspページを

ロード します。

2. 次に、 JSP ページで各値を入力し、 [Submit] を選択します。

3. [Submit] を選択する と、 XML ドキュ メ ン ト が WebLogic Integration の XML 
イベン ト と して送信されます。

4. このイベン トは、 Customer_PrivateWF ワークフローを ト リガします。

5. Customer_PrivateWF ワークフローの最初の項目が実行されます。

6. その結果、 PIP3A2_Cusotmer_RN2 ワークフローの最初のアクシ ョ ン （価格
および在庫の要求を伴 う ビジネス  メ ッセージの送信） が実行されます。

実行フローの続きについては、 図 4-1 を参照して ください。

ワークフローの要点

サンプルのプラ イベート  ワークフローおよびパブリ ッ ク  ワークフローを全体的
に調べるには、 次の手順を実行します。

1. 次の例に示すよ うに、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを入力
し、 WebLogic Integration のホーム  ディ レク ト リ （WebLobic Integration をイ
ンス トールしたディ レク ト リ ） に移動します。

� Windows: 

cd c:\bea\weblogic700\integration

� UNIX:

cd /home/me/bea/weblogic700/integration

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows: 

setenv
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� UNIX:

./setenv.sh

3. 4-4 ページの 「RosettaNet 2.0 Security サンプルの実行」 で説明した  
RunRN2Security スク リプ ト を実行して WebLogic Server のインスタンスを 
2 つ起動している場合のみ、 この手順を実行します。 WebLogic Server の 2 
つのインスタンスを起動するには、 次の例のよ うに使用しているプラ ッ ト
フォームおよびデータベースに対応したプロシージャを実行します。

� Windows: 

cd %SAMPLES_HOME%\integration\samples\RN2Security\bin
RunRN2Security pointbase

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/samples/RN2Security/bin
RunRN2Security pointbase

WebLogic Server のインスタンスが両方と も起動を終了するまで待機し、
次の手順に進みます。 サーバの起動が完了する と、 WebLogic Server のコ
ンソール ウ ィン ド ウに次のログ  メ ッセージが表示されます。

RunRN2Security execution successful

4.  以下の各プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行して WebLogic Integration 
Studio を起動します。

� Windows: 

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic E-Business Platform｜
WebLogic Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

� UNIX:

cd $WLI_HOME/bin
studio

5. 次の情報を使用して  WebLogic Integration Studio にログインします。

� ログイン : joe

� Password: password

� URL : t3//localhost:7501

WebLogic Integration Studio のメ イン ウ ィン ド ウが表示されます。

6. 左ペインの [ オーガニゼーシ ョ ン ] の下にある ド ロ ップダウン  リ ス トから、
[ORG1] を選択します。
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7. 左ペインの [ テンプレート ] フォルダを展開します。 このサンプルのテンプ
レー トがすべて リ ス ト されます。

8. 左ペインの [Customer_PrivateWF] フォルダを展開します。
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9. Customer_PrivateWF ワークフローのインスタンスを開いて表示するには、 次
の手順を実行します。

a. Customer_PrivateWF フォルダ内の、 日付と時刻が名前になったフォルダ
を右ク リ ッ ク します。 メニューが表示されます。

b. [開く ] を選択します。

Customer_PrivateWF ワークフローを構成する開始ノード、 タスク  ノード、
分岐ノード、 およびイベン ト  ノードが表示されます。

10. [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] タスクをダブルク リ ッ ク します。 [ タスク
のプロパティ ] ウ ィン ド ウが表示されます。
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11. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択します。

[パブリ ッ ク  ワークフローの開始 ] タスクを構成するアクシ ョ ンが表示され
ます。

12. [ ワークフロー変数 "PIPInput" XML 構造を設定 ] をダブルク リ ッ ク し、 [
ワークフロー変数を設定 ] ウ ィ ンド ウを表示します。 このウ ィ ン ドウは、
PIPInput XML ワークフロー変数がどのよ うに作成されるかを示します。 こ
のサンプルでは、 PIPInput は作成済みです。 この手順では、 これを表示する
方法を示します。 PIPInput は、 必須の WebLogic Integration RosettaNet Input 
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ワークフロー変数です。 これをプラ イベート  ワークフローに設定しないと、
パブ リ ッ ク  ワークフローを呼び出せません。 この変数のフォーマッ トは、 実
装されている  PIP メ ッセージの RosettaNet DTD に準拠する  XML です。 こ
のサンプルでは、 XML は 
3A2PriceAndAvailabilityQueryMessageGuidline.dtd に準拠している必
要があ り ます。 この、 RosettaNet によって提供される  DTD は、 顧客 ト レー
ディ ング  パートナがサプラ イヤ ト レーディング パートナに渡す最初のメ ッ
セージのコンテンツを定義します。 4-2 ページの 「RosettaNet 2.0 Security サ
ンプルの概要」 のステップ 1 を参照して ください。

このサンプルでは、 プラ イベート  Customer_PrivateWF ワークフローが 
PIPInput ワークフロー変数の内容を設定し、 PIP3A2_Customer_RN2 ワーク
フローを呼び出します。 PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローは、 PIPInput 
変数の内容を使用して XML ビジネス  メ ッセージを作成します。 このメ ッ
セージは、 Send Business Message Action が呼び出される と  
PIP3A2_Supplier_RN2 ワークフローに送信されます。 RosettaNet テンプレー
ト変数の詳細な リ ス ト については、 『B2B Integration RosettaNet の実装』 の
「RosettaNet でのワークフローの使用」 の 「RosettaNet テンプレー ト変数」 を
参照して ください。

13. XML ツ リー内の次の下位ノードを展開します。

� Pip3A2PriceAndAvailabilityQuery

� ProductPriceAndAvailabiltyQuery

� ProductPriceAndAvailability

� ProductLineItem
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2 つの重要なノードの値は、 右ペインで設定します。

� GlobalPartnerRoleClassificationCode XML ノードは、 文字列 Customer に
設定されます。

� ProductQuanity ノードは、 ProductQuantity ワークフロー変数の値に設定
されます。 製品の個数 （顧客によって要求された商品の数） は 
[QPASubmit JSP] ページで設定され、 ProductQuantity ワークフロー変数
によってワークフローに渡されます。

注意 : この手順は、 PIPInput 変数に値を入れる方法の 1 つに過ぎません。
PIPInput 変数には、 ファ イルから読み込んだり、 XML ドキュ メ ン ト
のコンテンツ全体を渡すこ とによっても、 値を入れるこ とができま
す。

14. [ ワークフロー変数を設定 ] ウ ィン ド ウで [取消し ] をク リ ッ ク します。
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15. [ タスクのプロパティ ] ウ ィ ンド ウで、 [ アクテ ィブ時 ] タブの [パブリ ッ ク  
ワークフローの開始 ] をダブルク リ ッ ク します。

[パブリ ッ ク  ワークフローの開始 ] ウ ィ ン ドウが表示されます。
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このウ ィン ド ウでは、 Start the Public Workflow アクシ ョ ンに対しパラ メータ
が次のよ うに定義されています。

� [会話名 ] が [3A2] に設定されています。

� [会話バージ ョ ン ] が [1.3] に設定されています。

� [会話ロール ] が [ カスタマ ] に設定されています。

加えて、 [パーテ ィ ] フ ィールドでは [TP 名 ] （ ト レーディング パートナ名）
と して [RNBuyer] と  [RNSeller] の 2 つが設定されています。 WebLogic 
Integration では、 会話名、 会話バージ ョ ン、 会話ロール、 およびパーティ と
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して指定された ト レーディ ング  パートナによ り、 あるアクシ ョ ンに使用する
適切なコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を見つけます。

前述のアクシ ョ ンについては、 WebLogic Integration はリポジ ト リ内のアク
ティブなコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トから、 名前が 3A2 でバージ ョ ン
が 1.3 、 ロールが顧客である会話を指定する、 RNBuyer および RNSeller と
い う名前の 2 つの ト レーディ ング パートナ間におけるコラボレーシ ョ ン ア
グ リーメ ン ト を探します。 以下の、 rn2_peer1_sec.xml ファ イルからの抜
粋では、 前述の Start Public Workflow アクシ ョ ンの基準に合致するコラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を定義しています。

コード  リス ト  4-1   インポート  リポジト リ  データ  ファイル内のコラボレーショ
ン アグリーメント

<collaboration-agreement
name="RN2|9.9|RosettaNet2|100"
global-identifier="RN2|9.9|RosettaNet2|RNBuyer|RNSeller|102"
version="1.0"
status="ENABLED"
conversation-definition-name="3A2"
conversation-definition-version="1.3">
<party

trading-partner-name="RNBuyer"
party-identifier-name="RNBuyerPID"
delivery-channel-name="RNBuyerChannel"
role-name="Customer"/>

<party
trading-partner-name="RNSeller"
party-identifier-name="RNSellerPID"
delivery-channel-name="RNSellerChannel"
role-name="Product Supplier"/>

</collaboration-agreement>

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 指定したパーティ間で使用される会話
定義の名前とバージ ョ ンを定義します。 コード リ ス ト  4-1 のコラボレーシ ョ
ン アグ リーメン トは、 顧客のロールを持つ RNBuyer ト レーディ ング パート
ナと製品サプライヤのロールを持つ RNSeller ト レーディ ング  パートナの間
における  会話定義名 3A2 と会話定義バージ ョ ン 1.3 の使用を指定します。
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WebLogic Integration は会話定義の名前とバージ ョ ンを、 割 り当てられた
ロールと共に使用して、 開始するワークフロー テンプレー ト を決定できま
す。 コード リ ス ト  4-2 の会話定義では、 バージ ョ ン番号が 1.3 で ト レーディ
ング パートナが顧客ロールを持つ、 3A2 とい う名前の会話に対して、
PIP3A2_Customer_RN2 ワークフロー テンプレートのインスタンスが開始さ
れるこ と を指定しています。

コード  リスト  4-2   インポート  リポジト リ  データ  ファイル内の会話定義

    <conversation-definition
        name="3A2"
        version="1.3"
        business-protocol-name="RosettaNet"
        protocol-version="2.0">
        <role
            name="Customer"
            wlpi-template="PIP3A2_Customer_RN2">
            <process-implementation wlpi-org="ORG1"/>
        </role>
        <role
            name="Product Supplier"
            wlpi-template="PIP3A2_Supplier_RN2">
            <process-implementation wlpi-org="ORG1"/>
        </role>
    </conversation-definition>

したがって、 このサンプルでは、 Start Public Workflow アクシ ョ ンが 
PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローを ト リガします。

Start Public Workflow で定義された会話名とバージ ョ ン番号は、 PIP 3A2 に
ついて RosettaNet で定義された PIP 名およびバージ ョ ンです。 これらのパラ
メータは、 ロールおよびト レーディング  パートナに指定された値と共に、 リ
ポジ ト リに登録された会話名、 会話バージ ョ ン、 ロール、 およびト レーディ
ング パートナに対応しています。

16.  [ ワークフロー ] タブを選択します。
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パブ リ ッ ク  PIP ワークフローとの間で受け渡し されるテンプレート変数が、 [
ワークフロー ] タブで定義されています。

� パブ リ ッ ク  PIP ワークフローに渡されるテンプレー ト変数は、 [パラ メー
タ ] の下にリ ス ト されます。

� パブ リ ッ ク  PIP ワークフローから返されるテンプレー ト変数は、 [結果 ] 
の下にリ ス ト されます。
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このサンプルでは、 テンプレー ト変数 fromDUNS は Start Public Workflow ア
クシ ョ ンの Customer_PrivateWF によって設定されます。 この変数は 
Customer_PrivateWF ワークフローによって  PIP3A2_Customer_RN2 が呼び出
される と  PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローに渡されます。 RosettaNet 2.0 
のテンプレー ト変数には、 必須のものと、 省略可能なものとがあ り ます。

送信側の DUNS 番号を定義する  fromDUNS 変数は必須です。 DUNS 番号は、
Dun & Bradstreet 社がビジネス  エンティテ ィに割 り当てた 9 桁の数字による
一意の識別子です。 fromDUNS 変数で指定された DUNS 番号は、 その ト レー
ディ ング パートナの リポジ ト リで定義されたビジネス ID に一致している必
要があ り ます。 RosettaNet テンプレート変数の詳細な リ ス トについては、
『B2B Integration RosettaNet の実装』 の 「RosettaNet でのワークフローの使
用」 の 「RosettaNet テンプレー ト変数」 を参照して ください。

PIPOutput は受信したメ ッセージのサービス  コンテンツを含む必須のテン
プレー ト変数です。 この変数は PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローによ り
設定されます。 また PIP3A2_Customer_RN2  ワークフローが、 呼び出し元の
ワークフロー Customer_PrivateWF に制御を返すと、 Customer_PrivateWF 
ワークフローに渡されます。

17. [パブリ ッ ク  ワークフローの開始 ] ウ ィ ンド ウで [取消し ] をク リ ッ ク しま
す。

18. [ タスクのプロパティ ] ウ ィン ド ウで [取消し ] をク リ ッ ク します。

19. Studio のメ イン ウ ィ ンド ウの左ペインで、 [PIP3A2_Customer_RN2] フォル
ダを展開します。 PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローは、
Customer_PrivateWF ワークフローから呼び出されます。
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20. PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローのプロパティ を表示するには、
[PIP3A2_Customer_RN2] フォルダ内の日付と時刻が名前になったフォルダを
右ク リ ッ ク します。 メニューが表示されます。 [ プロパテ ィ ] を選択します。

21. [Template Definition PIP3A2_Customer_RN2] ダイアログ  ボッ ク スが表示され
ます。

22. [B2B Integration] タブを選択します。

[会話 ] タブ （[B2B Integration] タブ内） が表示されます。
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このタブ上で入力されるデータは、 指定した会話およびロールで [パブリ ッ
ク  ワークフローを開始 ] アクシ ョ ンが呼び出される と  
PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローが開始されるこ と を指定します。

会話名、 バージ ョ ン、 およびロールを、 このウ ィ ン ドウで定義します。

� RosettaNet for PIP 3A2 によって定義された PIP 名、 バージ ョ ン、 および
ロールを照合します。

� リポジ ト リに登録された会話名、 バージ ョ ン、 およびロールに対応させ

ます。
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23. [OK] をク リ ッ ク します。

24. [Workflow Design Customer_PrivateWF] ウ ィ ン ドウを閉じます。 [ ワークフ
ロー設計 ] ウ ィ ン ド ウの右上の [X] をク リ ッ ク します。

25. PIP3A2_Customer_RN2 ワークフロー インスタンスを開いて表示するには、
次の手順を実行します。

a. PIP3A2_Customer_RN2 フォルダ内の、 日付と時刻が名前になったフォル
ダを右ク リ ッ ク します。 メニューが表示されます。

b. [開く ] を選択します。

PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローを構成する開始ノード、 タスク  ノー
ド、 分岐ノード、 およびイベン ト  ノードが表示されます。

[開始 ] ノードは、 このウ ィ ンド ウで実行される最初のタスクです。
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26. [ メ ッセージ送信 ] タスクをダブルク リ ッ ク します。 [ タスクのプロパティ ] 
ウ ィ ン ド ウが表示されます。

27. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択します。
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[ メ ッセージ送信 ] タスクを構成するアクシ ョ ンが、 [ アクテ ィブ時 ] タブに
リ ス ト されます。

28. [ タスクのプロパティ ] ウ ィ ンド ウの左ペインで、 [ ビジネス  メ ッセージの送
信 ] アクシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。 このアクシ ョ ンは、 PIPInput XML 
ワークフロー変数の内容に基づく  XML ビジネス  メ ッセージを送信します。
この変数は事前にプライベート  Customer_PrivateWF ワークフローで定義済
みです。

注意 : この手順は、 4-2 ページの 「RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要」
のステップ 1 に相当します。

29. WebLogic Integration Studio を閉じます。 Worklist のメニュー バーから、 [
ファ イル｜終了 ] を選択します。
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奨）

Messaging API サンプルは、WebLogic Integration Messaging API の使用方法を示
します。 特に、 Messaging API で使用できる  2 つのメ ッセージ配信メカニズム
と、 WebLogic Integration B2B のロジッ ク  プラグイン機能を例示しています。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� Messaging API サンプルの概要

� Messaging API サンプルを実行する前に

� Messaging API サンプルの実行

注意 : Messaging API サンプルは WebLogic Integration Messaging API に基づい
ていますが、 この API は、 この リ リースの WebLogic Integration から非
推奨になっています。 WebLogic Integration Messaging API に代わる機能
については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くださ

い。

Messaging API サンプルの概要

WebLogic Integration では、 ビジネス  メ ッセージを送信する  2 通りの方法をサ
ポート しています。

1. WebLogic Integration Studio で作成されるアプリ ケーシ ョ ン  ワークフローを
使用する方法。 アプ リ ケーシ ョ ン  ワークフローには、 ビジネス  メ ッセージを
送信するアクシ ョ ンが含まれます。 RosettaNet 2.0 Security サンプルおよび 
Channel Master サンプルは、 ビジネス  メ ッセージを送信するワークフロー ア
プリ ケーシ ョ ン例です。

2.  ビジネス  メ ッセージを送信するために WebLogic Integration Messaging API 
を呼び出す Java アプリ ケーシ ョ ンを使用する方法。
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このサンプルは、 2 つ目の方法を使用します。

WebLogic Integration Messaging API では、 2 つのメ ッセージ配信メカニズムをサ
ポート しています。

� 同期－送信側アプ リ ケーシ ョ ンは、 公開されたメ ッセージが宛先に配信され

るまで待機します。 メ ッセージング  システムは、 メ ッセージ公開処理の結果
が判明した後、 アプ リ ケーシ ョ ンに制御を返します。 アプ リ ケーシ ョ ンは、
タイムアウ ト が発生するか、 処理ステータスが判明するかのどちらかが起こ
るまで待機します。

� 遅延同期－メ ッセージ公開後に、 制御がアプ リ ケーシ ョ ンに返されます。 ア

プ リ ケーシ ョ ンには XOCPMessageToken オブジェ ク トが返されます。 アプ リ
ケーシ ョ ンは後でそのオブジェ ク ト にアクセスして メ ッセージ配信のステー
タスをチェ ッ クできます。

このサンプルでは、 同期および遅延同期の双方のメ ッセージ配信メカニズムの使
い方を例示しています。

Messaging API サンプルには、 ビジネス  メ ッセージを送信する  3 社の ト レーディ
ング パートナ （Partner1、 Partner2、 および Partner3） が含まれます。 Messaging 
API サンプルには、 4 つの Java ソース  コード  ファ イル （MdmTp1Servlet.java、

MdmTp2Servlet.java、 MdmTp2Servlet.java、 および WaiterPlugin.java）
が含まれます。

WaiterPlugIn.java コードの詳細については、 5-7 ページの 「実行フローの ト

レース」 を参照して ください。

ファイル 含まれるソース コード

MdmTp1Servlet.java Partner1 ト レーディング パー トナ

MdmTp2Servlet.java Partner2 ト レーディング パー トナ

MdmTp3Servlet.java Partner3 ト レーディング パー トナ

WaiterPlugIn.java ハブ フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン
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Messaging API サンプルを実行する前
に

Messaging API サンプルを実行する前に、 次の手順を実行します。

1. 1-3 ページの 「サンプルの実行前の作業」 に記載の手順に従います。

2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないよ うにブラウザのプロキ
シ設定を確認します。 Web ブラウザ コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コン
フ ィグレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

Messaging API サンプルの実行

Messaging API サンプルを実行するには、 次の手順を実行します。

1. WLI_HOME （WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ） に移動
します。

cd WLI_HOME

� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、
WLI_HOME のパスは、 c:\bea\weblogic700\integration とな り ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  /home/me/bea ディ レク ト リにインス トールした場
合は、 WLI_HOME のパスは、 /home/me/bea/weblogic700/integration 
とな り ます。

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った  setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows の場合

setEnv
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� UNIX の場合

. setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 RunSamples スク リプ ト
を起動します。

� Windows:

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� UNIX:

a) PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納された

ディ レク ト リが含まれている こ と を確認します。

b) RunSamples スク リプ ト を実行します。

cd $SAMPLES_HOME/integration/samples/bin
RunSamples

警告 : UNIX システムの場合、 netscape 実行ファ イルが入ったディ
レク ト リ が PATH 環境変数に含まれている必要があ り ます。 環
境変数に含まれていない場合は、 RunSamples スク リプ トの実
行時にサンプル起動ページが表示されません。 サンプル起動

ページは、 現在 RunSamples スク リプ トが実行されているマシ
ンで Netscape ブラウザを起動して、 次の URL を入力する と起
動されます。
http://localhost:7001/index.html

4. RunSamples スク リプ ト のコンフ ィ グレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ
る こ とが検知される と、 次のプロンプ ト が表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been
created and populated, possibly from a previous run
of this RunSamples script. Do you want to destroy all the
current data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again? Y for Yes, N for No

この質問に N と入力する と、 リ ポジ ト リの作成および格納を行う手順が省略
され、 WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順のみが実行
されます。

この質問に Y と入力する と、 リ ポジ ト リの作成および格納が改めて行われ、
その後で WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順が実行さ
れます。 Y と入力した場合、 その時点でリポジ ト リに格納されている全デー
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タが破棄され、 リポジ ト リにサンプル データが再ロード されます。 現在のサ
ンプル データが変更または削除され、 新規または未変更のサンプル データ
を リ ポジ ト リに格納する場合にのみ、 Y を入力して ください。

これで、 RunSamples スク リプ トは WebLogic Server のインスタンスをバッ
クグラウンド  プロセス と して開始し、 サンプル起動ページが表示されます。

5. サンプル起動ページの左ペインで、 [ サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] の下の 
[Messaging API] のリ ンクをク リ ッ ク します。 Messaging API サンプルのオプ
シ ョ ン メニューは、 右ペインに表示されています。
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必要に応じて、 3 つのオプシ ョ ンをすべて表示できるよ うにブラウザの画面をサ
イズ変更して ください。

6. 1 つ目のオプシ ョ ン （[Partner3 スポークを参加させる ]） をク リ ッ ク します。
このオプシ ョ ンについてのメ ッセージが表示されるまで待機し、 次のステッ
プに進んでください。

7. 2 つ目のオプシ ョ ン （[Partner2 スポークを参加させる ]） をク リ ッ ク します。
このオプシ ョ ンについてのメ ッセージが表示されるまで待機し、 次のステッ
プに進んでください。

8. 3 つ目のオプシ ョ ン （[Partner1 スポークを参加させて リ クエス ト を送信 ]）
を ク リ ッ ク します。

Messaging API サンプルが正常に実行される と、 右ペインの下部に次の出力
結果が表示されます。

Partner1 process flow: 
Starting XOCPAppplication... done. 
Creating conversation : verifierConversation:1.0:
requestor_Partner1_1001029696695_341001029696695...done.
send string for Message 1 = FIRST MESSAGE
Sending message 1 using synchronous deferred delivery method to Partner 2
Sending a second message before checking for acknowledgment on the first
send string for Message 2 = SECOND MESSAGE
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Sending message 2 using synchronous delivery method to Partner 3
success status for message 2
Waiting for Message 2 response... done.
Processing reply for Message 2:
Received string for Message 2 = partner3 -- second message
Verification for Message 2 SUCCESS

Doing something else... done
Waiting acknowledgment for Message 1... Acknowledgment received
Success status for message 1
Waiting for Message 1 response... done
Processing reply:
Received string for Message 1 = partner2 -- first message
Verification for Message 1 SUCCESS

Terminating conversation:verifierConversation:1.0:
requestor_Partner1_1001029696695_341001029696695
success
Shutting down session... done.

9. このと き、 さ らに多くの B2B サンプルを実行する場合は、 サンプル起動ペー
ジを開いた状態で、 WebLogic Server のサンプル インスタンスの実行を続行
します。

この時点で、 これ以上 B2B サンプルを実行しない場合は、 各プラ ッ ト
フォームに合わせて適切な手順を実行し、 WebLogic Server の現在のインス
タンスをシャ ッ ト ダウンします。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\config\integration\samples
stopWebLogic

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/config/integration/samples
stopWebLogic

実行フローのトレース

以下は、 Messaging API サンプルの実行フローを ト レースする手順です。

1. RunSamples スク リプ トが起動され、 次の結果が得られます。

a. WebLogic Server のサンプル インスタンスが開始されます。

b. ブラウザが開き、 サンプル起動ページが表示されます。
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5 Messaging API サンプル (非推奨）
c. サンプル起動ページで [Messaging API] リ ンクをク リ ッ クする と、
[Messaging API] サンプル ページが表示されます。 このページには、
[Partner3 スポークを参加させる ]、 [Partner2 スポークを参加させる ]、 お
よび [Partner1 スポークを参加させて リ クエス ト を送信 ] の 3 つのオプ
シ ョ ンが表示されます。

2. [Partner3 スポークを参加させる ] オプシ ョ ンを選択する と、 次の結果が得ら
れます。

a. HTTP 要求が MdmTp3 サーブレッ トにポス ト されます。

b. MdmTp3 は、 MdmTp3Servlet.java から  doPost メ ソ ッ ドを呼び出します。

c. doPost メ ソ ッ ドは、 ト レーディング  パートナ Partner3 の 
XOCPApplication を起動します。

3. [Partner2 スポークを参加させる ] オプシ ョ ンが選択される と、 次の結果が得
られます。

a. HTTP 要求が MdmTp2 サーブレッ トにポス ト されます。

b.  MdmTp2 は、MdmTp2Servlet.java から  doPost メ ソ ッ ドを呼び出します。

c. doPost メ ソ ッ ドは、 ト レーディング  パートナ Partner2 の 
XOCPApplication を起動します。

4. [Partner1 スポークを参加させて リ クエス ト を送信 ] オプシ ョ ンを選択する
と、 次の結果が得られます。

a. HTTP 要求が MdmTp1 サーブレッ トにポス ト されます。

b. MdmTp1 は、 MdmTp1Servlet.java から  doPost メ ソ ッ ドを呼び出します。

c. doPost メ ソ ッ ドは、 ト レーディング  パートナ Partner1 の 
XOCPApplication を起動します。

d. doPost は 1 つ目のメ ッセージを送信し、 3 つのト レーディ ング パートナ
（Partner1、 Partner2、 および Partner3） 間の一連のメ ッセージを ト リガし
ます。 このサンプルの 3 つの ト レーディング  パートナはすべて、
VerifierHubChannel 配信チャネルの使用と  verifierConversation 会話への参
加のために、 WebLogic Integration リ ポジ ト リに登録します。 Partner1 は、
要求側のロールでリポジ ト リに登録されます。 Partner2 および Partner3 は
応答側のロールで登録されます。
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次の図は、 これらのビジネス  メ ッセージの送受信が最も行われやすいタスク
順序を示します。 正確なタスク順序はタイ ミングに関係しており、 Java 仮想
マシンのスレ ッ ドのスケジューリ ングに応じて異なり ます。
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図 5-1   トレーディ ング パートナ間のメ ッセージの流れを示す会話図

次のタスク順序では、 図 5-1 内の対応する文字で示される各手順の詳細につ
いて説明します。
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a. Partner1 は Partner2 へテキス ト  FIRST MESSAGE を伴 う メ ッセージを送信
します。 このメ ッセージは、 遅延同期送信されます。 したがって、
Partner1 は Partner2 からの返信を待機もブロ ッ ク もせず、 引き続きタスク
の実行を行います。

メ ッセージの、 ブロッ クを行わないとい う局面は、 Partner1 のオブジェ ク
ト  ラ イフラ インによって、 会話図 （図 5-1） に示されています。 Partner1 
が初めてアクティブになったと き、 Partner1 のラ イフラ インは、 破線 （非

アクテ ィブ状態を示す） 表示から細い長方形 （アクテ ィブ状態を示す）
の表示に変化します。 ラ イフラインは、 Partner1 が最初のメ ッセージを送
信した後も、 引き続きアクテ ィブです。 アクテ ィブであるため、 Partner1 
は、 次の手順で示すよ うに、 別のメ ッセージの送信など、 他のタスクを
実行できます。

このサンプルで送信される メ ッセージはすべて、 ハブ経由でルーティ ン
グされます。 WaiterPlugIn とい う ロジッ ク  プラグインがハブのフ ィル
タ  チェーンに追加されています。 ハブを経由して メ ッセージがルーティ
ングされる と、 WaiterPlugIn ク ラスの process メ ソ ッ ドが実行されま
す。 process メ ソ ッ ドは、 送信される メ ッセージの対象となる受信側を
チェ ッ ク します。 対象となる受信側が Partner2 の場合、 process は 15 秒
間ス リープします。 それ以外の場合は、 直ちにメ ッセージを送信します。
図 5-1 に示す例では、 Partner1 から  Partner2 へ送信された 1 つ目のメ ッ
セージは、 15 秒間遅延されます。

b. 1 つ目のメ ッセージがまだ処理されている間に、 Partner1 はテキス ト  
SECOND MESSAGE と共に 2 つ目のメ ッセージを  Partner3 へ送信します。 こ
のメ ッセージは、 同期送信されます。 したがって、 Partner1 は Partner3 が
返るまでブロ ッ クまたは待機してからでなければ、 他のタスクを処理で
きません。

c. 図 5-1 で、 この Partner1 のブロ ッ クがどのよ うに表現されているかに注意
して ください。 2 つ目のメ ッセージが同期しているため、 Partner1 のライ
フラインは、 Partner1 が 2 つ目のメ ッセージを送信後に、 細い長方形 （ア

クテ ィブ状態を示す） の表示から破線 （非アクテ ィブ状態を示す） 表示
に変化します。 非アクテ ィブ状態への変化は、 メ ッセージが送信され、
Partner3 によって確認応答があるまで Partner1 は、 再びアクティブになっ
て他のタスクを実行できるよ うにならないとい う こ とです。

このサンプルの 2 つ目のメ ッセージと、 すべての応答メ ッセージは、 ハ
ブを経由してルーテ ィングされます。 このハブで、 WaiterPlugIn の 
process メ ソ ッ ドがメ ッセージに対して実行されます。 宛先が Partner2 
ではないため、 これらのメ ッセージは各々、 遅延する こ とな くハブを通
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過します。 これらのメ ッセージの、 ハブ フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインを
介してのルーティ ングは、 図 5-1 には示されていません。

d. 1 つ目のメ ッセージはハブで 15 秒間遅延されたあと、Partner2 にルーティ
ングされます。

e. Partner3 への同期送信が完了する と、 Partner1 に制御が返されます。 この
時点で Partner1 は再びアクテ ィブになり ます。 これは図 5-1 において、 ラ
イフラインの表示が破線 （非アクテ ィブ状態を表す） から細い長方形
（アクテ ィブ状態を表す） に変化するこ とによって示されます。

f. Partner1 は、 1 つ目のメ ッセージが Partner2 によって受信されたこ と を検
証します。  

g. Partner3 は、 2 つ目のメ ッセージのテキス ト を取得し、 それを小文字に変
換して、 プレフ ィ クス  partner 3-- を付加します。 その後、 修正した
メ ッセージを  Partner1 に返します。

h. Partner2 は、 1 つ目のメ ッセージのテキス ト を取得し、 それを小文字に変
換して、 プレフ ィ クス  partner 2-- を付加します。 その後、 修正した
メ ッセージを  Partner1 に返します。

5. 結果は、 Partner1 によって  HTML のページに表示されます。 この手順は、 図 
5-1 には示されていません。
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Client サンプル （非推奨）

Trading Partner Zeroweight Client サンプルは、BEA ソフ ト ウェアのホス トではな
い ト レーディ ング  パートナが 1 つ以上ある場合に使用する、 ブラウザおよび
ファ イル共有とい う  2 通りの通信方法を例示します。 このサンプルは、ブラウザ 
ク ラ イアン ト またはファ イル共有ク ラ イアン ト を介しての要求側と応答側の通信
のための、 ビジネス実施機能およびビジネス  プロセスに基づいています。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� Zeroweight Client サンプルの概要

� Zeroweight Client サンプルを実行する前に

� Zeroweight Client サンプルの実行

� ゼロウェ イ ト  ク ラ イアン トの作成および使用

� サンプルの再コンパイル方法

注意 : Zeroweight サンプルは、 WebLogic Integration Messaging API、 B2B ブラ
ウザ ク ラ イアン ト 、B2B ファ イル共有ク ラ イアン ト用の JSP タグ  ライブ
ラ リに基づいていますが、 そのすべてが、 この リ リースの WebLogic 
Integration から非推奨になっています。 WebLogic Integration Messaging 
API、 B2B ブラウザ ク ラ イアン ト、 B2B ファ イル共有ク ラ イアン トの 
JSP タグ  ライブラ リに代わる機能の詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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Zeroweight Client サンプルの概要

B2B Integration のほとんどの会話には、共に BEA WebLogic Integration がインス
トールされている  2 社の ト レーディング  パートナが関与しています。 ブラウザ  
ク ラ イアン トおよびファ イル共有ク ラ イアン トは、 BEA ソフ ト ウェアをインス
トールしていない ト レーディ ング  パートナと通信する手段を提供します。
Zeroweight Client サンプルでは、ブラウザ ク ラ イアン ト を使用する要求側 ト レー
ディ ング パートナと、 ファ イル共有ク ラ イアン ト を使用する応答側 ト レーディ
ング パートナの間での通信を例示しています。

サンプルの目的

Zeroweight Client サンプルには、 WebLogic Integration がインス トールされてい
ない要求側と  1 社以上の応答側の間でどのよ うにビジネス通信を行う こ とができ
るかが示されています。 この通信は、 B2B Integration がインス トールされた リ
モート またはホス ト においてコンフ ィ グレーシ ョ ンされた 2 種類のゼロウェイ ト  
ク ラ イアン ト を使用して行われます。

� ブラウザ ク ラ イアン ト－事前に定義された WebLogic Integration ビジネス プ
ロセスによって処理される  JSP で会話を開始し、 メ ッセージの送受信を行い
ます。 Web ホス トは、 要求に応じてブラウザ ク ラ イアン ト に配信される  JSP 
経由の通信に役立ちます。 ブラウザ ク ラ イアン トは WebLogic Integration 
JSP タグ ラ イブラ リ を使用し、 B2B Integration メールボッ ク ス インタ
フェースを介して メ ッセージを送信およびチェ ッ ク します。

� ファ イル共有ク ラ イアン ト－要求側は Web ホス ト上に置かれた、 事前にコ
ンフ ィグレーシ ョ ンされたメールボッ クスにメ ッセージを入れます。 応答側
は WebLogic Integration によ り提供されるファ イル共有ク ラ イアン ト を使用
して、 メールボッ クス と ファ イル共有ディ レク ト リの間でメ ッセージを転送
します。 会話においてファ イル共有ク ラ イアン ト を使用するパーティには、
あらかじめ FTP がインス トールされている必要があ り ます。

このサンプルでは、 応答側のプライベート  ワークフローで呼び出されたビジネ
ス  オペレーシ ョ ンが、 事前にコンフ ィグレーシ ョ ンされたディ レ ク ト リから要
求を取得し、 この要求に基づく応答を作成し、 応答を事前にコンフ ィ グレーシ ョ
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ンされた出力ディ レク ト リに入れます。 実際の FTP サーバは使用されません。
このサンプルでは、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを使って FTP サーバをシ ミ ュレー
ト しています。

Zeroweight Client サンプルのシナリオおよび図

Zeroweight Client サンプルのシナリオには、 2 社の ト レーディング  パートナ （一
方は要求側、 も う一方は応答側） が関与しています。 これらの ト レーディ ング  
パートナは、 ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト を処理するよ うに事前にコンフ ィ グ
レーシ ョ ンされている リモートの WebLogic Integration を通じて通信します。 要
求側は、 2 つの整数の乗算要求を送信します。 応答側は乗算を実行し、 積を要求
側に返します。

WebLogic Integration のサンプル インスタンスを実行しているマシン以外のマシ
ン上の任意のブラウザを使用します。 そ うするこ とで、 要求側にローカルの 
WebLogic Integration インス トールが存在しないとい う状況が発生します。 その
代わり、 要求側はブラウザを使って、 リモート  マシンにインス トールされた  
WebLogic Integration に存在する  JSP にアクセスします。

JSP はメールボッ クスを作成し、 WebLogic Integration によって提供される  JSP 
タブ ライブラ リで XML 要求を送信します。 また同じ  JSP が、 要求側のメール
ボッ クス内のメ ッセージのチェ ッ ク、 および要求側と応答側のメールボッ クスか
らのメ ッセージの削除にも使用されます。

注意 : Zeroweight Client サンプルのデフォル トのコンフ ィ グレーシ ョ ンでは、
WebLogic Integration のサンプル インスタンス、 ブラウザ ク ラ イアン ト 、
および FTP ク ラ イアン ト を同じマシン上で実行する指定になっていま
す。 ただし  Zeroweight Client サンプルのプロダクシ ョ ン  デプロイ メ ン ト
では、 WebLogic Integration、 ブラウザ ク ラ イアン ト、 および FTP ク ラ
イアン トは 3 つの異なるマシンで実行されます。

応答側にも  WebLogic Integration はインス トールされていません。 一部の ト レー
ディ ング  パートナとの通信には、 サード  パーティ製の FTP サーバ アプリ ケー
シ ョ ンを使用します。 また、 メ ッセージの処理には独自のメカニズムを使用する
こ と もあ り ます。 応答側は、 ファ イル共有ク ラ イアン ト を通じて要求側と通信し
ます。

Zeroweight Client サンプルでは、 次のイベン ト を例示しています。
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1. 要求側のプライベート  ワークフローが、ブラウザ ク ラ イアン ト の JSP タグか
ら送信された XML イベン トによって ト リガされます。

2. 応答側のパブ リ ッ ク  ワークフローは、 ファ イル共有ク ラ イアン ト が応答側の
メールボッ クスに入れた応答によって ト リガされます。

3. 要求側のメ ッセージおよび応答側のメ ッセージはそれぞれ適切なメールボッ
クスに入れられます。

Zeroweight Client サンプルでは、 あらかじめコンフ ィ グレーシ ョ ンされた 4 つの
メールボッ クスを使用します。 各 ト レーディ ング  パートナは、 次のよ うに受信
ボッ ク ス と送信ボッ クスを  1 つずつ使用します。

� ブラウザ ク ラ イアン ト を使っている要求側の送信ボッ クス と受信ボッ クスは 
BrowserTP1_Inbox および BrowserTP1_Outbox. です。

� ファ イル共有ク ラ イアン ト を使っている応答側の受信ボッ クス と送信ボッ ク

スは FtpTP1_Inbox および FtpTP1_Outbox です。
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図 6-1   Zeroweight Client のデプロイメン ト

Zeroweight Client サンプルを実行する前に

Zeroweight Client サンプルを実行する前に、 次の手順を実行します。

1. 1-3 ページの 「サンプルの実行前の作業」 に記載の手順に従います。
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2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないよ うにブラウザのプロキ
シ設定を確認します。 Web ブラウザ コンフ ィグレーシ ョ ンの要件の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コン
フ ィ グレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

Zeroweight Client サンプルの実行

Zerotweight Client サンプルを実行するには、 次の手順を実行します。

1. WLI_HOME （WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ） に移動
します。

cd WLI_HOME

� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、
WLI_HOME のパスは、 c:\bea\weblogic700\integration とな り ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  /home/me/bea ディ レ ク ト リにインス トールした場
合は、 WLI_HOME のパスは、 /home/me/bea/weblogic700/integration 
とな り ます。

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows の場合

setEnv

� UNIX の場合

. setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 RunSamples スク リプ ト
を起動します。

� Windows:
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[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0 ｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� UNIX:

a) PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納された

ディ レ ク ト リが含まれているこ とを確認します。

b) RunSamples スク リプ ト を実行します。

cd $SAMPLES_HOME/integration/samples/bin
RunSamples

警告 : UNIX システムの場合、 netscape 実行ファ イルが入ったディ レ ク
ト リが PATH 環境変数に含まれている必要があ り ます。 環境変数
に含まれていない場合は、 RunSamples スク リプ トの実行時に、
サンプル起動ページが表示されません。 サンプル起動ページは、
現在 RunSamples スク リプ ト が実行されているマシンで Netscape 
ブラウザを起動して、 次の URL を入力する と起動されます。
http://localhost:7001/index.html

4. RunSamples スク リプ トのコンフ ィグレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ
るこ とが検知される と、 次のプロンプ トが表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been
created and populated, possibly from a previous run
of this RunSamples script. Do you want to destroy all the
current data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again? Y for Yes, N for No

この質問に N と入力する と、 RunSamples スク リプ トは リポジ ト リ を作成し
てデータを入れる手順を省略し、 WebLogic Server のサンプル インスタンス
を起動する手順のみを実行します。

この質問に Y と入力する と、 RunSamples スク リプ トは リポジ ト リ を再度作
成してデータを入れてから、 WebLogic Server のサンプル インスタンスを起
動します。 Y を入力した場合、 RunSamples スク リプ トは、 現在リ ポジ ト リ
にある全データを破棄し、 リポジ ト リに改変されていないバージ ョ ンのサン
プル データをロード します。 現在のサンプル データが変更または削除され、
新規または未変更のサンプル データを リポジ ト リに格納する場合にのみ、 Y 
を入力して ください。

これで、 RunSamples スク リプ トは WebLogic Server のインスタンスをバッ
クグラウンド  プロセス と して開始し、 サンプル起動ページが表示されます。
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5. 左ペインで、 [ サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] の下の [Trading Partner 
Zeroweight Client] アプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク します。 右ペインに 
[Zeroweight Client Main Page] ページが表示されます。
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.

6. 以下の各プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行してファ イル共有ク ライア
ン ト を起動します。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin
startFSClient.cmd

� UNIX: 

cd $SAMPLES_HOME/integration/samples/bin
startFSClient

注意 : JSP のロード前にファ イル共有ク ライアン ト を起動した場合、
Mailbox not found 例外を繰り返し受け取る こ とにな り ます。 メー
ルボッ クスの作成が行われるのは最初に JSP がロード されたと きなの
で、 これらの例外は無視してかまいません。 メールボッ ク スの作成
後、 これらの例外は表示されな く な り ます。
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7. [ サンプル開始 ] をク リ ッ ク します。 次のページが表示されます。
.
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8. [Go to the request input page] オプシ ョ ンを選択します。 [Request for 
Multiplication] ページが表示されます。

9. こ こで、 次の手順を実行して、 BrowserTP1_Outbox へ手動でメ ッセージを
送信します。

a. 2 つの整数を選択します。

b. [Send Multiplication Request] をク リ ッ ク します。

注意 : この手順の副次的作用と して、 SendmsgTag およびラ ッパー Mailbox 
API がテス ト されます。

次の図のよ うに、 画面が更新されています。
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10.受信メールボッ クスに届いた応答をチェ ッ クするには、 [Check all replies] を
ク リ ッ ク します。 応答のリ ス トが表示されます。

注意 : 応答のリ ス トがチェ ッ ク される と きに、 CheckallmsgTag もチェ ッ ク
されます。

応答がなければ、 次のメ ッセージが表示されます。

11.参加しているすべての ト レーディング  パートナの受信メールボッ クス と送信
メールボッ クス （このサンプル内では、 BrowserTP1 および FtpTP1 のメール
ボッ クス） から メ ッセージをすべて削除するには、 次の手順を実行します。
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a. [ Delete all messages in all mailboxes ] をク リ ッ ク します。 B2B Integration 
のすべてのメールボッ クスに入っている全メ ッセージの リ ス ト が表示さ
れます。

b. [Delete all messages in all mailboxes] を再度ク リ ッ ク します。 削除された
メ ッセージの総数が表示されます。

注意 : この手順の副次的作用と して、 DeleteallmsgTag のテス ト も行われ
ます。

12. メールボッ クスから特定のメ ッセージを削除するには、 次の手順を実行しま
す。

a. [Check All Replies] ウ ィ ンド ウ （ステップ 6 で表示） で、 メ ッセージを選
択します。

b. [Delete] をク リ ッ ク します。

[Delete One Reply] ウ ィ ンド ウで、 メ ッセージが正常に削除できたこ とが
確認できます。
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注意 : この手順の副次的作用と して、 DeletemsgTag のテス ト も行われま
す。

13. メ ッセージの詳細を表示するには、 次の手順を実行します。

a. [Check all replies] と表記された リ ンクをク リ ッ ク します。

b. [Message ID] 欄から表示する メ ッセージを選択します。 [View Reply 
Detail] ウ ィン ド ウが表示されます。
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14. このと き、 さ らに多くの B2B サンプルを実行する場合は、 サンプル起動ペー
ジを開いた状態で、 WebLogic Server のインスタンスの実行を続行します。

この時点で、 これ以上の B2B サンプルを実行しない場合は、 ブラウザを終
了し、 プラ ッ ト フォームに合わせた適切な手順によって  WebLogic Server の
インスタンスをシャ ッ ト ダウンします。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\integration\config\samples
stopWebLogic

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
stopWebLogic
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ゼロウェイ ト  クライアン トの作成および使
用

この節では、 ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト の作成と コンフ ィ グレーシ ョ ンに関す
る次の情報を提供します。

� ゼロウェ イ ト  ク ラ イアン トのソース  ファ イル

� JSP タグ  ライブラ リの使用

� Zeroweight Client のコンフ ィ グレーシ ョ ン

ゼロウェイ ト  クライアントのソース ファイル

WebLogic Integration は、 ユーザ独自のゼロウェイ ト  ク ラ イアン トの作成に必要
なすべてのソース  ファ イルを提供しています。 Zeroweight Client サンプルは 
B2B Integration の情報を  Hello Partner サンプルと共有します。

次の表に、 Zeroweight Client サンプル専用に提供される全ファ イルを リ ス ト して
います。 いずれのパス名でも、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプ
ル ディ レ ク ト リ を表しています。

ソース ディ レク

ト リ

サブディ レク ト リ

およびファイル

内容

SAMPLES_HOME\integration\samples\lightweightClient\src\wlcsamples\lightweightCl
ient

ビジネス  オペレーシ ョ ンおよびそのヘルパーのためのソース  ファ イルが格納さ
れている。 どちら も ワークフロー インス タンスによって呼び出される。

SAMPLES_HOME\integration\config\samples
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LwcFileSync.dtd LwcFileSync.xml のための DTD フ ァ イル

LwcFileSync.xml ファ イル共有ク ラ イアン トによって読み取られる

ファ イル。 使用している環境に合わせて、 次の個所

を修正する必要がある。

� url

� wlcfilesync name

� directoryin

� directoryout

SAMPLES_HOME\integration\samples\lightweightClient\lib

SAMPLES_HOME\integration\config\samples 内にある  LwcFileSync.dtd 
および LwcFileSync.xml の元のファ イルが格納されている。

SAMPLES_HOME\integration\samples\bin

� startFSClient.cmd

� startFSClient
以下のタス クを担当するフ ァ イル共有ク ラ イアン ト

を起動するス ク リプ ト 。

� 応答側の受信メールボックスからファイル共有

ディレクトリへ要求を転送するタスク

� 応答側の送信ディレクトリから送信メールボック

スへ応答を転送するタスク

SAMPLES_HOME\integration\config\samples\lightweightClient\

ftpDir\ Zeroweight Client サンプルの実行用に作成された
ディレク ト リ。 フ ァ イル共有ク ラ イアン ト上の受信

ディレク ト リ と送信ディ レク ト リ をシ ミ ュレートす

る、 2 つのディ レク ト リ （FtpTP1_indir および 
FtpTP1_outdir） が含まれている。 名前は、 このサ

ンプル用にハード コード化されている。

注意 : このディレク ト リ、 およびそのサブディレク

ト リは、 実行時に作成される。

integration\samples\lightweightClient\

ソース ディ レク

ト リ

サブディ レク ト リ

およびファイル

内容
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JSP タグ ライブラリの使用

JSP タグ  ライブラ リは、 WebLogic Integration Messaging API の処理にラ ッパー
を使用します。 JSP タグ  ラ イブラ リは、 図 6-2 に示すよ うに、 あらかじめ定義さ
れたワークフローで、 メールボッ クス との会話に使用されます。

図 6-2   JSP タグ ライブラリを使用するメールボックスのシナリオ

この図に示したメールボッ クスは、 リポジ ト リ を補助するものです。 タグ  ライ
ブラ リは必要に応じてメールボッ クスにアクセスします。 リポジ ト リにも、 メー

ルボッ クス メ ッセージは保存されます。

エラー処理は、Mailbox API ク ラスによる標準の Java 例外とエラー処理、および
ブラウザ ク ラ イアン トに渡される  JSP に基づいています。

web\ *.jpg フ ァ イルや *.jsp フ ァ イルなど、Web アプ リ
ケーシ ョ ン用のファ イルが格納されている。

web\lwcWebApp\ Zeroweight Client Web アプリ ケーシ ョ ンで使用され
る  JSP タグ ラ イブラ リ記述ファ イル、 および 
web.xml フ ァ イルが格納されている。

SAMPLES_HOME\integration\samples\lightweightClient\src\wlcsamples\lightweightCl
ient\

tags\ B2B Integration JSP タグ ラ イブラ リの参照実装が格
納されている。 com.bea.lwclient.LwcMailbox 
による メ ッセージ管理に使用する。

ソース ディ レク

ト リ

サブディ レク ト リ

およびファイル

内容
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JSP タグの詳細な リ ス トについては、 付録 A 「JSP タグ リ ファレンス」 を参照し
て ください。

注意 : WebLogic Integration Messaging API の B2B JSP タグ ライブラ リは、この
リ リースの WebLogic Integration から非推奨になっています。 このタグ  
ライブラ リに代わる機能については、 『WebLogic Integration リ リース  
ノー ト 』 を参照して ください。

Zeroweight Client のコンフ ィグレーション

この節は、 WebLogic Integration のサンプル インスタンスが実行されているマシ
ン以外のマシンにブラウザ ク ラ イアン ト またはファ イル共有ク ライアン ト を移
動し よ う と しているユーザのみを対象と しています。 ク ライアン ト をこのよ うに

移動する場合は、 こ こに記載した適切な手順を実行して、 リモート  ゼロウェイ
ト  ク ラ イアン ト のコンフ ィグレーシ ョ ンを行って ください。

Zeroweight Client サンプルと、 WebLogic Integration のサンプル インスタンスを
同じマシン上で実行している場合は、 この節を読む必要はあ り ません。

この節では、 次のタスクのための手順を説明します。

� ファ イル共有ク ライアン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン

� ブラウザ ク ラ イアン ト のコンフ ィ グレーシ ョ ン

ファイル共有クライアントのコンフ ィグレーション

ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト とは、WebLogic Integration が専用の Java 仮想マシン
で実行するプロセスです。 したがって、 セキュ リ テ ィ  メ カニズムは不要です。
WebLogic Integration は、LwcFileSync.xml コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルで定
義されているあらゆるゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト にサービスを提供するこ とが
できます。 詳細については、 この節で後述する 「フ ァ イル共有コンフ ィグレー

シ ョ ン ファ イルの編集」 を参照して ください。
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WebLogic Integration コンフ ィグレーション ファイルの編集

コード  リ ス ト  5-1 のゼロウェイ ト  ト レーディ ング パートナ コンフ ィグレーシ ョ
ン情報を、 B2B Integration のコンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イル config.xml に追加
します。

コード  リス ト  6-1   ファイル共有クライアントのコンフ ィグレーション

<StartupClass
      ClassName="com.bea.lwclient.Startup"
      Name="LwcStartup"
      Targets="myserver"
/>

コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルは、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ン済みサンプル
のド メ イン （SAMPLES_HOME は WebLogic Integration のサンプル ディ レク ト リ ）
で編集できます。

SAMPLES_HOME\integration\config\samples\config.xml

.

ファイル共有コンフ ィグレーショ ン ファイルの編集

ゼロウェ イ ト  ク ラ イアン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、
LwcFileSync.xml で定義します。 LwcFileSync.xml のファ イル共有ク ライアン
トのコンフ ィ グレーシ ョ ンは、 LwcFileSync.dtd に準拠している必要があ り ま
す。

注意 : LwcFileSync.dtd は、 ファ イル共有ク ライアン トが起動するディ レク ト
リ内に置く必要があ り ます。

コード リ ス ト  6-2 は、 サンプル DTD ファ イルを示します。 太字の値を、 ご使用
のゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト に適した値に置換して ください。
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コード  リスト  6-2   サンプル LwcFileSync.dtd

<!-- この DTD は、ファイル共有クライアントのコンフィグレーション ファイルを説明する -->
<!ELEMENT wlcfilesyncconfig (wlcfilesync*) >

<!--  maxThreads 所定の時点のスレッド プール内における -->
<!--  スレッドの最小許容数  -->
<!ATTLIST wlcfilesyncconfig  maxThreads CDATA #REQUIRED>

<!--  minThreads 所定の時点のスレッド プール内における -->
<!--  スレッドの最小許容数  -->
<!ATTLIST wlcfilesyncconfig  minThreads CDATA #REQUIRED>

<!--  maxIdleTime The maximum time interval thread could be idle -->
<!-- それ以外の場合は、プールから削除される -->
<!ATTLIST wlcfilesyncconfig  maxIdleTime CDATA #REQUIRED>

<!--  pollInterval ポーリング前の待機間隔を定義する時間間隔 -->
<!ATTLIST wlcfilesyncconfig  pollInterval CDATA #REQUIRED>

<!--  url Weblogic JNDI ルックアップに使用される URL  -->
<!ATTLIST wlcfilesyncconfig  url CDATA #REQUIRED>

<!--  デバッグ処理のオン /オフを切り替えるデバッグ フラグ  -->
<!ATTLIST wlcfilesyncconfig  debug (TRUE | FALSE) "FALSE">

<!--  次の要素は、LWTP の詳細のコンフィグレーションに使用される -->
<!ELEMENT wlcfilesync EMPTY>

<!--  LWTP name -->
<!ATTLIST wlcfilesync name CDATA #REQUIRED>

<!--  ローカル ファイル システム上の受信ディレクトリのパス -->
<!ATTLIST wlcfilesync directoryin CDATA #REQUIRED>

<!--  ローカル ファイル システム上の送信ディレクトリのパス -->
<!ATTLIST wlcfilesync directoryout CDATA #REQUIRED>

コード リ ス ト  6-3 は、ファ イル共有ク ライアン トがゼロウェイ ト  ト レーディ ング 
パートナと して定義されるサンプル XML ファ イルを示します。 太字の文字列
を、 ご使用のゼロウェ イ ト  ク ラ イアン トに適した値に置換して ください。
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コード  リス ト  6-3   サンプル LwcFileSync.xml

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE wlcfilesyncconfig SYSTEM "LwcFileSync.dtd">
<wlcfilesyncconfig maxThreads="9"
            minThreads="3"
            maxIdleTime="5000"
            pollInterval="2000"
            url="t3://localhost:7001"
            debug="FALSE">
<wlcfilesync name="FtpTP1" 
            
directoryin="<SAMPLES_HOME>/samples/integration/config/samples
    /lightweightClient/ftpDir/FtpTP1_indir"
            
directoryout="<SAMPLES_HOME>/samples/integration/config/samples
    /lightweightClient/ftpDir/FtpTP1_outdir"/>
</wlcfilesyncconfig>

ブラウザ クライアントのコンフ ィグレーシ ョン

WebLogic Integration では、 使用されるセキュ リ テ ィの枠組みに応じて、 HTTP 
と  HTTPS、 または SSL とい う、 ブラウザ ク ラ イアン ト をコンフ ィ グレーシ ョ ン
する  2 つの方法をサポート しています。 以下の各節では、 これらの方法のための
手順を説明します。

� HTTP ブラウザ ク ラ イアン トのコンフ ィグレーシ ョ ン

� HTTPS （SSL） ブラウザ ク ラ イアン ト のコンフ ィグレーシ ョ ン

HTTP ブラウザ クライアントのコンフ ィグレーション

HTTP ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト をコンフ ィ グレーシ ョ ンするには、 web.xml 
ファ イルを編集する必要があ り ます。 ブラウザ ク ラ イアン ト のセキュ リ テ ィ を
オンにするには、 次の手順を実行します。

1. ト レーディング パートナ ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト  Web アプリ ケーシ ョ ン
の HTML ユーザ インタフェースを担当する  JSP 開発者は、 sendmsg タグを
使用し、 引数 （必須） security = ON または OFF を指定します。

ワークフローテンプレートの開発者も、

wlcsamples.zeroClient.LwcBizOp.putMessage() メ ソ ッ ドを呼び出すこ
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とで、 セキュ リテ ィのオンとオフを切り替えるこ とができます。 このメ ソ ッ

ドは、 SECURITY の最後の引数と して文字列 （ON または OFF） を受け付け
ます。 セキュ リテ ィのオン、 オフを切り替えるには、 開発者は以下の引数の

う ち 1 つを指定します。

2. ホス ト された Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする担当者は、 web.xml 
ファ イルを修正し、 このアプ リ ケーシ ョ ンを使用するためのパーミ ッシ ョ ン

を与えられたすべてのユーザに対し、 セキュ リ テ ィ上の制約を付加します。

このファ イルのパス名は、
SAMPLES_HOME\samples\lightweightClient\web\lwcWebApp\web.xml 
で、 SAMPLES_HOME はWebLogic Platform サンプル ディ レク ト リ  を表してい
ます。

たとえば、 Web アプリ ケーシ ョ ン lwcWebApp.war を使用するために必要な
セキュ リ テ ィ権限を新規ユーザに付与するには、 次のコードを追加します。

  <security-constraint>
    <web-resource-collection>
      <web-resource-name>lwcWebApp</web-resource-name>
      <url-pattern>/*</url-pattern>
    </web-resource-collection>
   <auth-constraint>
     <role-name>newpartner</role-name>
   </auth-constraint>
  </security-constraint>

  <login-config>
   <auth-method>BASIC</auth-method>
  </login-config>

  <security-role>
    <role-name>newpartner</role-name>
  </security-role>

3. newpartner とい う名前を付けられたユーザが、 有効な WebLogic Server 
ユーザである こ と を確認します。 このユーザ名は、 WebLogic Server 
Administration Console または WebLogic Integration B2B Console によって割
り当てるこ とができます。 詳細については、 それぞれ 『WebLogic Server 管
理者ガイ ド 』 または 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。

4. newpartner ユーザは、 B2B Console を使って、 次の 2 つの手順によって有
効な ト レーディ ング  パートナ ゼロウェイ ト  ク ラ イアン トにマップする必要
があ り ます。

a. ト レーディ ング パートナ ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト を作成する。

b. ユーザの ID を適切な ト レーディ ング  パートナのレコードにマップする。
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サンプルの再コンパイル方法
詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。

5. WebLogic Integration Studio を使って、 newpartner と  B2B Integration ハブ
の間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を作成します。 詳細については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

HTTPS （SSL） ブラウザ クライアントのコンフ ィグレーショ
ン

ゼロウェ イ ト  HTTPS （SSL） ク ラ イアン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、
次の手順を実行します。

1. ブラウザと  B2B Integration ノードの双方に対する証明書をコンフ ィグレー
シ ョ ンします。

2. newpartner とい う  WebLogic Server ユーザを作成します。 このユーザは、
ト レーディング パートナ ゼロウェイ ト  ク ラ イアン トの代わりにブラウザを
実行できます。 このユーザは、 WebLogic Server Administration Console また
は WebLogic Integration B2B Console で作成する こ とができます。

3. B2B Console を使って、 ト レーディング  パートナ ゼロウェイ ト  ク ラ イアン
ト を作成します。

4. 適切な ト レーディ ング  パートナ レコードに newpartner をマップします。

5. WebLogic Integration B2B Console を使って、 ゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト と  
B2B Integration ハブの間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を作成します。
詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。

サンプルの再コンパイル方法

サンプルに何らかの変更を加えた場合は、 実行前に再コンパイルする必要があ り

ます。 修正したサンプルを再コンパイルするには、 次の手順を実行します。

1. WLI_HOME （WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ） に移動
します。

cd WLI_HOME
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� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、
WLI_HOME のパスは、 c:\bea\weblogic700\integration とな り ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  /home/me/bea ディ レ ク ト リにインス トールした場
合は、 WLI_HOME のパスは、 /home/me/bea/weblogic700/integration 
とな り ます。

2.  プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行するこ とによって  setenv スク リプ
ト を実行し、 最上位の WebLogic Integration 環境変数を設定します。

� Windows

setEnv

� UNIX

. setenv.sh

3. project ディ レ ク ト リに移動します。

� Windows:

cd $SAMPLES_HOME
cd integration\samples\lightweightClient\project

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME
cd integration/samples/lightweightClient/project

4. 次のコマンドを実行します。

ant all
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ebXML サンプルは、 ebXML ビジネス  プロ ト コルを使用して  2 つのト レーディ
ング パートナがビジネス  メ ッセージを交換する方法を示します。 ebXML サンプ
ル アプ リ ケーシ ョ ンは、 SAMPLES_HOME\integration\samples\ebxml ディ レ
ク ト リにあ り ます （SAMPLES_HOMEは WebLogic Platform サンプル ディ レク ト リ
を表している）。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� ebXML サンプルの概要

� ebXML サンプルを実行する前に

� ebXML サンプルの実行

� サンプルの仕組み

ebXML サンプルの概要

WebLogic Integration は、 E ビジネス  ト ランザクシ ョ ンにおけるビジネス  メ ッ
セージの交換のための ebXML ビジネス  プロ ト コルをサポート します。 ebXML 
サンプルは、 それぞれが WebLogic Integration をデプロイする  2 つの ト レーディ
ング パートナ間の ebXML ベースの会話を、 2 つのワークフローを使用して管理
する方法を例示します。

このサンプル中のワークフローは、 ebXMLConversationInitiator および  
ebXMLConversationResponder と名付けられています。 これらのワークフロー
は、 ト レーディ ング パートナに代わって、 QPA （価格および在庫） 会話で、 開
始者と参加者のロールを通じて  ebXML メ ッセージの交換を管理します。 このサ
ンプルでは、 QPA プロセスの開始と  QPA 要求データおよび応答データの表示に
使用できる  Java Server Page (JSP) を示します。
B2B Integration サンプルの使い方 7-1



7 ebXML サンプル
次の図は、 QPA ビジネス  ト ランザクシ ョ ンに関与する ト レーディ ング  パートナ
間のデータ  フローを示しています。

図 7-1   QPA ビジネス プロセスのデータ フロー

以下のタスク順序では、 このサンプルの ト レーディング  パートナ間通信の概要
を示します。

1. バイヤは、 製品、 その単価、 および購入する数量を選択するために提供され
た Web フォームを使用します。その Web フォームが掲載されている  JSP は、
JMS キューに XML メ ッセージを送信し、 バイヤの
（ebXMLConversationInitiator） ワークフローを ト リガします。

2. バイヤのワークフローは、 QPA メ ッセージおよび選択された製品の詳細情報
をサプライヤ ト レーディ ング パートナに送信します。 QPA メ ッセージは 
ebXML フォーマッ ト です。

バイヤのワークフロー （ebXMLConversationInitiator） から送信された 
ebXML メ ッセージは、 サプイ ライヤのワークフロー
（ebXMLConversationResponder） を ト リガします。

3. サプライヤのワークフローは、 QPA を処理して、 同じ く  ebXML フォーマッ
ト の応答をバイヤ ト レーディ ング パートナに送信します。

4. バイヤのワークフロー （ebXMLConversationInitiator） は、 QPA 応答　
ebXML メ ッセージを受け取って、 XML ファ イルに書き込みます。 JSP は 
XML を解析し、 QPA 応答をバイヤの Web ブラウザに表示します。
7-2 B2B Integration サンプルの使い方



ebXML サンプルを実行する前に
このステップは、 QPA ビジネス  プロセスが終了したこ と を示します。

ebXML サンプルを実行する前に

ebXML サンプルを実行する前に、 次の手順を実行します。

1. 1-3 ページの 「サンプルの実行前の作業」 に記載の手順に従います。

2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないよ うにブラウザのプロキ
シ設定を確認します。 Web ブラウザ コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の 「Web ブラウザ コン
フ ィグレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

ebXML サンプルの実行

ebXML サンプルを実行するには、 次の手順を実行します。

1. WLI_HOME （WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ ） に移動
します。

cd WLI_HOME

� Windows の例

WebLogic Platform を  c:\bea ディ レク ト リにインス トールした場合は、
WLI_HOME のパスは、 c:\bea\weblogic700\integration とな り ます。

� UNIX の例

WebLogic Platform を  /home/me/bea ディ レク ト リにインス トールした場
合は、 WLI_HOME のパスは、 /home/me/bea/weblogic700/integration 
とな り ます。

2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、 お使いのプ
ラ ッ ト フォームに合った  setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows の場合
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setEnv

� UNIX の場合

. setenv.sh

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 RunSamples スク リプ ト
を起動します。

� Windows:

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� UNIX:

a) PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納された

ディ レク ト リが含まれている こ と を確認します。

b) RunSamples スク リプ ト を実行します。

cd $SAMPLES_HOME/integration/samples/bin
RunSamples

警告 : UNIX システムの場合、 netscape 実行ファ イルが入ったディ レク
ト リが PATH 環境変数に含まれている必要があ り ます。 環境変数
に含まれていない場合は、 RunSamples スク リプ ト の実行時にサ
ンプル起動ページが表示されません。 サンプル起動ページは、 現
在 RunSamples スク リプ ト が実行されているマシンで Netscape ブ
ラウザを起動して、 次の URL を入力する と起動されます。
http://localhost:7001/index.html

4. RunSamples スク リプ ト のコンフ ィ グレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ
る こ とが検知される と、 次のプロンプ ト が表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been
created and populated, possibly from a previous run
of this RunSamples script. Do you want to destroy all the
current data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again? Y for Yes, N for No

この質問に N と入力する と、 RunSamples スク リプ トはリ ポジ ト リ を作成し
てデータを入れる手順を省略し、 サンプル ド メ インで WebLogic Server のイ
ンスタンスを起動する手順のみを実行します。

この質問に Y と入力する と、 RunSamples スク リプ トはリ ポジ ト リ を再度作
成してデータを入れてから、 サンプル ド メ インで WebLogic Server のインス
タンスを起動します。 Y と入力した場合、 その時点でリポジ ト リに格納され
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ている全データが破棄され、 リ ポジ ト リにサンプル データが再ロード されま
す。 以下の状況では、 Y と入力します。

� サービス  パッ ク  アップグレード  インス トーラを使用して  WebLogic 
Integration インス トールをアップグレード し、 ebXML を初めて実行する
場合 （ebXML サンプルは、 このサービス  パッ クの新規サンプルです。
RunSamples スク リプ ト を使用して、 リ ポジ ト リに、 サンプル実行に必要
なデータを入れる必要がある）。

� 現在のサンプル データが変更または削除され、 新規または未変更のサン
プル データを リ ポジ ト リに格納する場合。

これで、 RunSamples スク リプ トは WebLogic Server のインスタンスをバッ
クグラウンド  プロセス と して開始し、 サンプル起動ページが表示されます。

図 7-2   サンプル起動ページ
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5. [ebXML サンプル ] リ ンクをク リ ッ クする と、 サンプル起動ページの左ペイ
ンの [サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] の下に リ ス ト が表示されます。 右ペイン
に ebXML サンプルが表示されます。

図 7-3   ebXML サンプル起動ページ

6. このフォームの [Product ID]、 [Product Unit Price]、 および [Product Qunatity] 
の各フ ィールドに値を入力して、 [Submit] をク リ ッ ク します。

ebXML ベースの QPA メ ッセージがサプライヤ ト レーディ ング パートナに
送信されます。

7. サプライヤ ト レーディング  パートナは、 QPA メ ッセージを処理して、 応答 
ebXML メ ッセージをバイヤ ト レーディング パートナに送信します。

応答はバイヤの Web ブラウザに表示されます。
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図 7-4   応答メ ッセージ

8. このと き、 さ らに多 くの WebLogic Integration サンプルを実行する場合は、
サンプル起動ページを開いた状態で、 WebLogic Server のインスタンスの実
行を続行します。

この時点で、 これ以上のサンプルを実行しない場合は、 ブラウザを終了し、
プラ ッ ト フォームに合わせた適切な手順によって WebLogic Server のインス
タンスをシャ ッ トダウンします。

� Windows:

cd %SAMPLES_HOME%\integration\config\samples
stopWebLogic

� UNIX:

cd $SAMPLES_HOME/integration/config/samples
stopWebLogic

サンプルの仕組み

この節では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� 概要

� リポジ ト リ  データのロード

� リポジ ト リ  データについて
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� ワークフローについて

概要

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンをサポートするのに必要なデータは、 サンプル
の設定 （7-3 ページの 「ebXML サンプルの実行」 参照） 時に RunSamples スク リ
プ ト を実行したと きに WebLogic Integration リ ポジ ト リにバルク  ロード されま
す。 WebLogic Integration では、 コンフ ィグレーシ ョ ン  データをバルク  ロードす
る こ と も、 WebLogic Integration B2B Console を使用して入力する こ と もできま
す。 ebXML サンプルを実行する場合に B2B Console を実行する必要はあ り ませ
んが、 実行する と、 サンプル用にバルク  ロード された リ ポジ ト リ  データを表示
できます。

このサンプルで使用する  2 つのワークフローは、QPA 会話における  ebXML ベー
スのビジネス メ ッセージの交換を管理します。 これらのワークフローは、
ebXML　 メ ッセージの送信側および受信側を管理します。

B2B 統合環境のコンフ ィグレーシ ョ ン方法を詳し く説明するこ とは、 このマ
ニュアルの範囲を越えますが、 この節では、 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンで
使用されている  WebLogic Integration リ ポジ ト リ  データについて簡単に説明しま
す。 この節ではまた、 サンプルの ebXML ビジネス  ト ランザクシ ョ ンの送信側お
よび受信側でのワークフローの実装についても説明します。 ワークフローの主要
な設計要素、 タス ク、 およびイベン トは、 特に詳し く説明されています。

リポジト リ  データのロード

ト レーディ ング パートナを統合するためにサンプルで必要なデータは、 サンプ
ルの設定 （7-3 ページの 「ebXML サンプルの実行」 参照） 時に RunSamples スク
リプ ト を実行したと きに、 WebLogic Integration リ ポジ ト リにバルク  ロード され
ます。

RunSamples スク リプ トは、 以下の XML ファ イルに格納された B2B コンフ ィグ
レーシ ョ ン  データを リポジ ト リにロード します。

� SystemRepData.xml － WebLogic Integration のインス トール ディ レク ト リ
の integration\dbscripts ディ レク ト リにあ り ます。 次に例を示します。

c:\bea\weblogic700\integration\dbscripts
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SystemRepData.xml ファ イルには、 システム データが格納されています。
このサンプルで使用する要素は、 次のとおりです。

� ビジネス  プロ ト コル定義

� ロジッ ク  プラグイン

� BulkLoaderData.xml － SAMPLES_HOME\integration\samples\ebxml\lib 
ディ レ ク ト リにあ り ます。 SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル 
ディ レ ク ト リ を表しています。

この BulkLoaderData.xml ファ イルには、 ebXML サンプルに固有のデータ
が格納されています。 このファ イルでは、 次の要素を記述します。

� ト レーディング パートナ

� 会話定義

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト
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リポジト リ  データについて

この節では、 ebXML サンプル アプリ ケーシ ョ ン用と して  WebLogic Integration 
リポジ ト リにバルク  ロード されるデータ要素に関して特に重要な情報を取り上
げます。

� ビジネス プロ ト コル定義

� ロジッ ク  プラグイン

� ト レーディ ング パートナ

� 会話定義

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

SystemRepData.xml ファ イルおよび BulkLoaderData.xml ファ イルのデータは、
サンプル アプリ ケーシ ョ ンをサポートするため、 WebLogic Integration リ ポジ ト
リにインポート されます。 ebXML アプリ ケーシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンす
る際、 コンフ ィ グレーシ ョ ンデータは、 バルク  ロードする こ と も、 WebLogic 
Integration B2B Console を使用して入力するこ と もできます。 また、 B2B 
Console を使用して、 バルク  ロード したデータにアクセスした り、 コンフ ィグ
レーシ ョ ンした りするこ とができます。 E ビジネス  ト ランザクシ ョ ンに必要な
WebLogic Integrationデータのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B 
Integration ebXML の実装』 の 「ebXML の管理」 を参照して ください。

ビジネス プロ ト コル定義

SystemRepData.xml ファ イルには、 ebXML をはじめとする、 WebLogic 
Integration がサポートするすべてのビジネス  プロ ト コルの定義が格納されていま
す。 SystemRepData.xml ファ イルの以下の抜粋に、 ebXML ビジネス  プロ ト コ
ル定義が示されています。

コード  リスト  7-1   ebXML ビジネス プロト コル 定義 

<business-protocol-definition
        name="ebXML"
        business-protocol-name="ebXML"
        protocol-version="1.0"
        endpoint-type="PEER">
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<java-class>com.bea.b2b.protocol.ebxml.EBXMLProtocol
</java-class>

<decoder>EBXML-Decoder</decoder>
        <encoder>EBXML-Encoder</encoder>
</business-protocol-definition>

ロジック プラグイン

ロジッ ク  プラグインは、 実行時にビジネス  メ ッセージをインターセプ ト して処
理する  Java ク ラスです。 各ビジネス  プロ ト コルは、 標準のルータおよびフ ィル
タ  ロジッ ク  プラグインに関連付けられています。 SystemRepData.xml ファ イル
には、 XOCP、 RosettaNet、 cXML の各ビジネス  プロ ト コル用のロジッ ク  プラグ
インが格納されています。 このサンプルでは、 次の ebXML ロジッ ク  プラグイン
のみを使用します。

� ebXML エンコーダ－メ ッセージを  B2B 転送サービスに転送する。

� ebXML デコーダ－ ebXML ヘッダーを処理し、 送信側 ト レーディング  パー
トナを識別し、 送信側 ト レーディング パートナを会話に参加させ、 送信元へ
の応答を準備し、 メ ッセージを  B2B スケジューリ ング サービスに転送する。

SystemRepData.xml ファ イルの以下の抜粋には、 ebXML エンコーダおよびデ
コーダのロジッ ク  プラグインが示されています。

コード  リス ト  7-2   ebXML ロジック  プラグイン定義

<logic-plugin
        name="EBXML-Decoder"
        type="decoder">
        <java-class>com.bea.b2b.protocol.ebxml.EBXMLDecoder
        </java-class>
</logic-plugin>
<logic-plugin
        name="EBXML-Encoder"
        type="encoder">
        <java-class>com.bea.b2b.protocol.ebxml.EBXMLEncoder
        </java-class>
</logic-plugin>
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ト レーディング パートナ

ebXML サンプルでは、 バイヤとサプラ イヤとい う  2 つのビジネス  パートナが設
定されています。 WebLogic Integration 環境では、 各ビジネス  パートナごとに ト
レーディング パートナをコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 この場合、
BulkLoaderData.xml ファ イルで ebXML - sender と  ebXML - receiver とい う  
2 つの ト レーディング パートナがコンフ ィ グレーシ ョ ンされています。 コンフ ィ
グレーシ ョ ン要素、 属性、 およびこれらの ト レーディ ング  パートナに関連付け
られた下位要素については、 以下のファ イルを参照して ください。

SAMPLES_HOME\samples\ebxml\lib\BulkLoaderData.xml

SAMPLES_HOME は、WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リ を表しています。

会話定義

BulkLoaderData.xml ファ イルには、 ebXML ベースの Query Price and 
Availability (QPA) 会話の会話定義が格納されています。 その会話定義の名前は、
ebxmlQPA です。 この定義には、 開始者と参加者とい う、 2 つのロールが含まれ
ています。 ebXML ビジネス  プロ ト コルでは、 すべての会話定義は、 開始者と参
加者とい う定義済みの名前を持つ 2 つのロールを参照します。

次のリ ス トは、 BulkLoaderData.xml ファ イルの抜粋です。 こ こでは、
ebXMLQPA 会話を定義しています。

コード  リスト  7-3   BulkLoaderData.xml ファイルの会話定義

<conversation-definition
        name="ebxmlQPA"
        version="1.0"
        business-protocol-name="ebXML"
        protocol-version="1.0">
        <role
                name="Initiator">
        </role>
        <role
                name="Participant">
        </role>
</conversation-definition>
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コラボレーショ ン アグリーメント

BulkLoaderData.xml ファ イルには、 このサンプル用の ebxml-sender ト レー
ディ ング  パートナおよび ebxml-receiver ト レーディング  パートナが使用する
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が格納されています。 次の図は、 このサンプ
ル アプ リ ケーシ ョ ンでの ト レーディング  パートナ間の関係、 コ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメン ト にかかわるパーティ、 会話に対して定義されているロールを示し

ています。

図 7-5   QPA 会話のトレーディング パートナ間のコラボレーション アグリーメ
ント

次の リ ス トは、 BulkLoaderData.xml ファ イルの抜粋です。 ebxml-QPA-CA コラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト の要素を示しています。

コード  リスト  7-4   BulkLoaderData.xml ファイルのコラボレーション アグリー
メント

<collaboration-agreement
        name="ebxml-QPA-CA"
        version="1.0"
        status="ENABLED"
        global-identifier="sachin/172.16.15.113:2423d2:
                                        ea8fe66b8f:-8000"
        conversation-definition-name="ebxmlQPA"
        conversation-definition-version="1.0">
        <party
                trading-partner-name="ebxml-sender"
                party-identifier-name="sender-party"
                delivery-channel-name="sender-dc"
                role-name="Initiator"/>
        <party
                trading-partner-name="ebxml-receiver"
                party-identifier-name="receiver-party"
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                delivery-channel-name="receiver-dc"
                role-name="Participant"/>
</collaboration-agreement>

ワークフローについて

このサンプル QPA 会話では、 2 つのワークフローが、 開始者と参加者のロール
で 2 つの ト レーディ ング パートナによる  ebXML メ ッセージの交換を管理しま
す。 これらのワークフロー （ebXMLConversationInitiator および 
ebXMLConversationResponder） は、 サンプルの設定 （7-3 ページの 「ebXML 
サンプルの実行」 参照） 時に RunSamples スク リプ ト を実行したと きに、
WebLogic Integration リ ポジ ト リにバルク  ロード されます。

この節では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� WebLogic Integration Studio の使い方

� ebXMLConversationInitiator ワークフローについて

� ebXMLConversationResponder ワークフローについて

WebLogic Integration Studio の使い方

WebLogic Integration Studio を使用する と、 新しいワークフローを設計した り、
見慣れたフローチャート を使用して進行中のワークフローをモニタした りする こ
とができます。 ebXML サンプルを実行する場合に Studio を実行する必要はあ り
ませんが、 ワークフローまたはワークフロー ノードの詳細を表示した り、 この
サンプルに関する ノードの定義およびコンフ ィグレーシ ョ ンを調べる場合には 
Studio が役立ちます。

Studio を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行します。

� Windows システム上で Studio を実行するには、 次のいずれかを実行します。

� メニューを使用する方法は次のとおりです。

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

b. Studio にログオンします （ユーザ名 : wlpisystem、 パスワード  : 
wlpisystem）。
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� 次のよ うに、 コマンド  ラインから  Studio スク リプ ト を起動します。

a. コマンド  ウ ィ ンド ウを開きます。

b. WebLogic Integration ディ レク ト リ （WebLogic Integration をインス
トールしたディ レク ト リ ） に移動し、 setenv ス ク リプ ト を実行して、 最
上位の WebLogic 環境変数を設定します。 たとえば、 WebLogic 
Integration が c:\bea ディ レク ト リにインス トールされている場合は、 以
下のよ うに入力します。

cd c:\bea\weblogic700\integration
setEnv

c. WebLogic Integration インス トール ディ レ ク ト リの下の bin ディ レク
ト リに移動します。

 cd bin

d. 次のよ うに入力して Studio を開きます。

 studio

e. ユーザ名およびパスワード と して、 wlpisystem を使用して Studio に
ログオンします。

� UNIX システム上で Studio を起動するには、 次のタスクを実行します。

a. WebLogic Integration をインス トールしたディ レ ク ト リに移動し、 setenv 
スク リプ ト を実行して、 最上位の WebLogic 環境変数を設定します。 たと
えば、 WebLogic Integration が /home/me ディ レク ト リにインス トールさ
れている場合は、 以下のよ うに入力します。

cd /home/me/bea/integration
. ./setenv.sh

b. WebLogic Integration インス トール ディ レク ト リの下の bin ディ レク ト リ
に移動します。

 cd bin

c. 次のよ うに入力して  Studio アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

. ./studio

d. ユーザ名およびパスワード と して、 wlpisystem を使用して Studio にログ
オンします。

Studio を起動し、 以下の手順を実行するこ とで、 ワークフロー テンプレー トお
よびそのプロパティ を表示できます。
B2B Integration サンプルの使い方 7-15



7 ebXML サンプル
1. Studio の左ペインで、ORG1 が [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで選択され
ているこ とを確認します。

2. 左ペインで、 [ テンプレー ト ] フォルダをダブルク リ ッ ク してワークフロー 
テンプレートの リ ス ト を表示します。

3. [ テンプレー ト ] フォルダを展開して、 ワークフロー テンプレートの定義リ
ス ト を表示します。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンに関与するテンプレー ト
定義は ebXMLConversationInitiator および 
ebXMLConversationResponder です。 これらの定義は、 サンプルをコンフ ィ
グレーシ ョ ンする と きに workflow.jar ファ イルでインポート されます。7-3 
ページの 「ebXML サンプルの実行」 を参照して ください。

4. テンプレート定義を右ク リ ッ ク して [開く ] を選択する と、 ワークフロー テ
ンプレー トが Studio に表示されます。

注意 : また、 特定のワークフロー テンプレー ト定義を展開する と、 その
ワークフロー テンプレート定義の [ タスク ]、 [分岐 ]、 [ イベン ト ]、
[結合 ]、 [開始 ]、 [完了 ]、 および [変数 ] を格納するフォルダが表
示されます。

5. Studio でノードをダブルク リ ッ クする と、 そのノードの [ プロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。

Studio のツールおよび機能の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

 ebXMLConversationInitiator ワークフローについて

この節では、 ebXML サンプル シナリオにおける  QPA 会話のバイヤ側を管理す
るワークフローについて説明します。 次の図は、 Studio での 
ebXMLConversationInitiator ワークフロー テンプレー ト を示しています。
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図 7-6   ebXMLConversationInitiator ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した  ebXMLConversationInitiator ワークフロー テ
ンプレートの以下のノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Build XML Message Attachment

� ebXML メ ッセージの送信

� Receive ebXML Response

� Write Out Binary Attachment

� Respond to JSP

� 完了

開始

サンプル実行時に、 QPA 要求が、 HTML Web フォームの入力 （図 7-3参照） に
基づいて、 XML と して作成されます。 XML が、 JSP （ ebXML_Sample.jsp） を
使用して、 JMS キューに送信されます。

ebXML_Sample.jsp ファ イルは、 次のディ レク ト リ （SAMPLES_HOME は 
WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リ ） にあ り ます。

SAMPLES_HOME\integration\config\samples\applications\DefaultWebAp
p_myserver
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開始ノードは、 JMS キューから  XML イベン ト を受信した と きに、 この 
ebXMLConversationInitiator ワークフローを開始する設計になっています。
次の図に、 開始ノードの [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

図 7-7   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス

この図の以下のプロパティ設定に注意して ください。

� 開始メ ソ ッ ド と して、 [ イベン ト｜ XML イベン ト ] が選択されている。 この
開始ノードを [ イベン ト｜ XML イベン ト ] オプシ ョ ンを指定して設計され
ているため、 XML ドキュ メン ト が JMS キューに到着した時点でワークフ
ローが開始するこ とを保証できる。

注意 : この開始メ ソ ッ ドを、 ebXMLConversationResponder ワークフロー
の開始ノードに対して定義されている開始メ ソ ッ ド （7-26 ページの
「開始」 参照） と対比して ください。
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� [ ドキュ メ ン ト  タイプ /ルート要素 ] フ ィールドの QPARoot は、このワークフ
ローを ト リガする  XML メ ッセージのルート要素である。

� [変数 ] タブには、着信イベン ト  データから初期化される変数が格納されてい
る。

開始ノードは、 XPath 式を使用している メ ッセージを抽出し、 データをワー
クフロー変数 （ProductID、 ProductQuantity、 および 
ProductUnitPrice） に格納します。

Build XML Message Attachment

このタスク  ノードでは、 outXMLAttach ワークフロー変数が設定されます。 この
変数には、 ebXML メ ッセージ ペイロードの一環と して、 サプライヤのワークフ
ロー （ebXMLConversationResponder） に送信される  QPA要求 XML メ ッセー
ジ （ebXMLQPARequest） が保持されています （詳細は、 このワークフローの次

のノードを参照）。

ebXML メ ッセージの送信

このタスク  ノードで定義されているアクシ ョ ンが、 QPA 会話の最初の ebXML 
メ ッセージを送信します。 ebXMLConversationInitiator ワークフローは、
ebXML ベースの会話用に設計されているので、 このタス ク  ノードでは ebXML 
メ ッセージのアクシ ョ ン （BPM への ebXML プラグインが提供） を使用します。

Studio で Send ebXML Message アクシ ョ ンを定義するには、 次の手順に従いま
す。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜追加｜ ebXML アクシ ョ ン｜ ebXML メ ッセージの送信 ] を選
択します。

[ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

このサンプル ノードに対して指定されている  [ebXML メ ッセージの送信 ] プロ
パテ ィを表示するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ時 ] を選択します。
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3. [ebXML メ ッセージの送信 ] をダブルク リ ッ ク して、 次の図に示す [ebXML 
メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 7-8   [ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックス

この図の以下の [ebXML メ ッセージの送信 ] プロパティに注意して ください。

� [新規または関連する会話 ] - [新規の会話 ] または [関連する会話 ] のいずれか
を選択する必要があ り ます。 この場合、 このアクシ ョ ンは新規の会話を開始
するための ebXML メ ッセージを送信する設計となっているため [新規の会
話 ] が選択されています。 [関連する会話 ] オプシ ョ ンの使用法の詳細につい
ては、 7-28 ページの 「ebXML 応答の送信」 を参照して ください。

� [会話名 ] - [新規の会話 ] オプシ ョ ンを選択した後、 メ ッセージが送信される
会話を選択する必要があ り ます。 この場合、 ebxmlQPA 会話が選択されてい
ます。 ebxmlQPA 会話定義は、 このサンプルのコンフ ィ グレーシ ョ ン時
（7-12 ページの 「会話定義」 参照） に WebLogic Integration リポジ ト リに
ロード されます。

� [送信側ビジネス  ID] - [新規の会話 ] オプシ ョ ンを選択した後、 メ ッセージの
送信者のビジネス  ID を選択する必要があ り ます。 この場合、 値
（ebxml-sender-id） は静的ですが、 Expression Builder を使用して動的に評
価される値とする こ と もできます。

注意 : このフ ィールドの値は、 引用符で囲むこ とが必要です。

� [受信側ビジネス  ID] - [新規の会話 ] オプシ ョ ンを選択した後、 メ ッセージの
受信者のビジネス  ID を選択する必要があ り ます。 この場合、 値
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（ebxml-recepient-id） は静的ですが、 Expression Builder を使用して動的
に評価される値にする こ と もできます。

注意 : このフ ィールドの値は、 引用符で囲むこ とが必要です。

� [ メ ッセージ ペイロード ] -各メ ッセージ添付ファ イルの型（XML またはバイ
ナ リ ） および関連付けられている値を指定します。 ゼロ以上のペイ ロードに
対するエン ト リ を入力できます。 この場合、 添付ファ イルは 1 つ、 型は 
XML、 値は上のノード （Build XML Message Attachment） で設定された 
outXMLAttach 変数です。

メ ッセージは、 このノードでは非同期的に送信されます。 すなわち、 [ タスクの
プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスの [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ時 ] タブでは、 以
下のアクシ ョ ンは記載の順序で指定されています。

1. Send ebXML Message

2. Mark task ìSend ebXML Messageî done

Receive ebXML Response

このイベン ト  ノードのワークフローでは、 ebXMLConversationResponder ワー
クフローからの指定した  ebXML イベン ト を待機します。 次の図に示す [ イベン
トのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スでは、 [ebXML イベン ト ] が選択されてい
ます。
B2B Integration サンプルの使い方 7-21



7 ebXML サンプル
図 7-9   [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックス

ebXML イベン トが受信される と、 メ ッセージ  エンベロープは、 エンベロープ変
数 （この場合は inEnvelope ） に格納され、 ペイ ロードは、 XML 変数またはバ
イナ リ変数のいずれか適切な方に格納されます。 この場合、 ペイ ロードには、 添
付ファ イルが 2 つ （XML とバイナ リの添付ファ イルが 1 つずつ） あ り ます。 そ
れらは、 それぞれ、 inXMLAttach変数、 inBinAttach 変数に割り当てられてい
ます。

Write Out Binary Attachment

このタスク  ノードでは、 着信 QPA 応答 XML ドキュ メ ン ト
（ebXMLQPAResponse） から イ メージ ファ イルの名前を抽出する  Set Workflow 
Variable アクシ ョ ンを最初に定義し、 その名前を  imageFileName ワークフロー
変数に割り当てます。 Set Workflow Variable アクシ ョ ンは、次の XPath 式を使用
してこれらのタスクを実行します。

XPath("/ebXMLQPAResponse/ImageFileName/text()", $inXMLAttach)) 

以降は、 ビジネス  オペレーシ ョ ン （ebXMLSavePictureToWebApp） を使用する
アクシ ョ ンがこのノードで定義されます。 このアクシ ョ ンは、 着信 ebXML メ ッ
セージのバイナ リ添付ファ イルを次のディ レク ト リに保存します
（SAMPLES_HOME は WebLogic Platform サンプル ディ レク ト リ を表す）。

SAMPLES_HOME\integration\config\samples\applications\DefaultWebAp
p_myserver\
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このローカル ファ イルは JSP によって処理されます （この節で次に説明する  
Respond to JSP ノードを参照）。

このサンプルのビジネス  オペレーシ ョ ンを確認するには、 Studio のタスク  メ
ニューから  [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ビジネス オペレーシ ョ ン ] を選択します。
[ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスにビジネス  オペレーシ ョ ンの リ
ス ト が表示されます。 ビジネス  オペレーシ ョ ンをダブルク リ ッ クする と、 詳細
を確認できます。 ebXMLSavePictureToWebApp ビジネス オペレーシ ョ ンの Java 
ク ラスは、 次の場所にあ り ます （SAMPLES_HOME はWebLogic Platform のサンプ
ル ディ レ ク ト リ を表す）。

SAMPLES_HOME\integration\samples\ebxml\src\ebxmlsamples\util\EBXM
LBizOp.java

Respond to JSP

このタスク  ノードでは、 Post XML Event アクシ ョ ンを定義します。 このイベン
ト を ノードに対して定義するには、 ノードをダブルク リ ッ ク して [ タスクのプロ
パテ ィ ] ダイアログ ボッ クスを表示し、 [追加｜統合アクシ ョ ン｜ XML イベン
ト をポス ト ] を選択します。

このアクシ ョ ンは、 応答メ ッセージからの XML メ ッセージ （前のノードで定義
された  inXMLAttach 変数） を内部 XML イベン ト と してポス ト します。 この 
XML イベン ト のポス ト先である  JMS キューは、 [XML イベン ト をポス ト ] ダイ
アログ ボッ クスにある  [送 り先 ] タブで定義されます。

このノードの [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ  ボッ ク スを次の図に示しま
す。
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図 7-10   [XML イベント をポスト ] ダイアログ ボックスの [送り先 ] タブ

上の図の [送り先 ] で、 [JMS キュー ] が選択されている点に注意して ください。
これは、 メ ッセージが WebLogic Server でコンフ ィグレーシ ョ ンされた内部
キューにポス ト されるこ とを意味しています。 引用符で囲まれたキューに対し
て、 静的 JNDI 名または実行時にキュー名を決定する式を入力できます。 この場
合、 内部 JMS キューの JNDI 名は、 com.bea.wlpi.EventQueueExt です。

JMS キューからの XML メ ッセージは、 ebXML_Sample.jsp ファ イルによって使
用されます。 これは、 図 7-4 に示したよ うに、 サンプル実行時に、 QPA 応答
メ ッセージの内容をブラウザに表示するファ イルです。

ebXML_Sample.jsp ファ イルは、 次のディ レ ク ト リ （SAMPLES_HOME は 
WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リ ） にあ り ます。

SAMPLES_HOME\integration\config\samples\applications\DefaultWebAp
p_myserver

完了

ワークフローの終了を示します。 ebXML ベースの会話は、 両方のト レーディ ン
グ  パートナにと って  ebXML メ ッセージの交換が完了した時点で終了します。
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この動作を、 XOCP ビジネス プロ ト コルの場合と比較して ください。 WebLogic 
Integration では、 XOCP 会話管理サービスをサポート しています。 すなわち、 会
話を開始するワークフローは、 会話の終了および会話に参加している各ワークフ
ローへの会話終了メ ッセージの送信も担当します （『B2B Integration ワークフ
ローの作成』 の 「協調的ワークフローの終了」 を参照）。

XOCP 会話の場合は、 会話終了プロパティ を定義するには、 会話を開始したワー
クフローの完了ノードで、 [ カスタム ] オプシ ョ ンを選択しますが、 ebXML ベー
スの会話はこの方法では終了しません。 たとえば、 この完了ノードに対して [ カ
スタム ] オプシ ョ ンは選択されていません。

 ebXMLConversationResponder ワークフローについて

この節では、 この ebXML サンプル シナリオにおける  QPA 会話のサプラ イヤ側
を管理するワークフローについて説明します。 次の図は、 Studio での 
ebXMLConversationResponder ワークフロー テンプレート を示しています。

図 7-11   ebXMLConversationResponder ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した  ebXMLConversationResponder ワークフロー テ
ンプレートの以下のノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Perform Message Processing
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� ebXML 応答の送信

� 完了

開始

この ebXMLConversationResponder ワークフローは、 ebXML ベースの会話で
の参加者ロールを担当する ト レーディ ング  パートナ用に設計されています。 こ
のワークフローは、 ト レーディ ング  パートナから  ebXML メ ッセージを受信した
時点で開始します。 Studio では、 ebXML 会話における参加者ロールのワークフ
ローの設計をサポートするため、 開始ノードに ebXML 固有のオプシ ョ ンが用意
されています。 次の図に [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

図 7-12   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス

この図の以下のプロパティ設定に注意して ください。

� ebXML ビジネス  プロ ト コル固有の開始メ ソ ッ ドが選択されている。 [ イベン
ト ] オプシ ョ ンが選択され、 [ イベン ト ] と して、 [ebXML メ ッセージ ] が指
定されている。 この開始ノードを  [ebXML メ ッセージ ] を指定して設計され
ているため、 ワークフローは ebXML メ ッセージを ト レーディング  パートナ
から受信した時点で開始する。
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注意 : この開始メ ソ ッ ドを、 ebXMLConversationInitiator ワークフロー
の開始ノードに対して定義されている開始メ ソ ッ ド （7-17 ページの
「開始」 参照） と対比して ください。

� [会話名 ] フ ィールドでは、 ebxmlQPA が指定されている。 この会話では、
ワークフローは、 ebXML メ ッセージの受信時に開始する。

� [ エンベロープ変数 ] フ ィールドでは、 inEnvelope が指定されている。
ebXML メ ッセージが受信される と、 メ ッセージ  エンベロープはこのワーク
フロー変数に格納される。

� 各メ ッセージ添付ファ イルの型 （XML またはバイナリ ） および関連付けら
れている値を指定する。 ゼロ以上のペイ ロードに対するエン ト リ を入力でき
る。 この場合、 添付ファ イルは 1 つで、 型は XML、 関連付けられた変数は 
inXMLAttach である。

Perform Message Processing

このタスク  ノードは、 着信 ebXML メ ッセージを処理します。 ワークフロー変数
を設定するアクシ ョ ンおよびビジネス  オペレーシ ョ ンを実行するアクシ ョ ンが
定義されています。

XPath 式によ り、 製品 ID、 数量、 単価が着信 QPA ebXML メ ッセージから抽出
され、 ProductID、 ProductQuantity、 および ProductUnitPrice の各ワーク
フロー変数に対して日付が割り当てられます。

このノードでは以下のビジネス  オペレーシ ョ ンが実行されます。

1. ebXMLGetQPAReply －このノードで、 製品 ID、 数量、 単価に対して抽出され
た値を使用して  XML QPA 応答ドキュ メ ン ト を作成します。 応答ドキュ メ ン
トは、 XML 変数 outXMLAttach に割り当てられます。

2. ebXMLGetPictureForProductID －入力と して製品 ID を受け取り、 指定さ
れた製品のピクチャの入ったイ メージ ファ イルのファ イル名を返します。

3. file to binary － ebXMLGetPictureForProductID ビジネス  オペレーシ ョ
ンから返されたファ イルの場所にあるイ メージ ファ イル データからバイナ
リ  データを読み出します。 読み出されたデータは、 outBinAttach 変数に割
り当てられます。
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このサンプルのビジネス  オペレーシ ョ ンを確認するには、 Studio のタスク  メ
ニューから  [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ビジネス  オペレーシ ョ ン ] を選択します。
[ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。ビジネス  オペ
レーシ ョ ンの リ ス ト が表示されます。 ビジネス  オペレーシ ョ ンをダブルク リ ッ
クする と、 詳細が確認できます。

ebXMLGetQPAReply および ebXMLGetPictureForProductID ビジネス  オペレー
シ ョ ンの Java ク ラスは、 次の場所にあ り ます （SAMPLES_HOME はWebLogic 
Platform のサンプル ディ レク ト リ を表す）。

SAMPLES_HOME\samples\integration\samples\ebxml\src\ebxmlsamples\u
til\EBXMLBizOp.java

file to binary ビジネス  オペレーシ ョ ンの Java ク ラスは、 次の場所にあ り ま
す。 SAMPLES_HOME はWebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リ を表します。

SAMPLES_HOME\samples\integration\samples\wlis\src\examples\wlis\c
ommon\util\Utils.java

ebXML 応答の送信

このタスク  ノードでは、 この ト レーディ ング  パートナが QPA 会話で受信した 
ebXML メ ッセージに応答する  ebXML メ ッセージを送信するアクシ ョ ンが定義
されています。 ebXMLConversationResponder ワークフローは、 ebXML ベース
の会話用に設計されているので、 このタスク  ノードでは ebXML メ ッセージのア
クシ ョ ン （BPM への ebXML プラグインが提供） を使用します。

Studio で [ebXML メ ッセージの送信 ] アクシ ョ ンを定義するには、 次の手順に従
います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タス クのプロパテ ィ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜追加｜ ebXML アクシ ョ ン｜ ebXML メ ッセージの送信 ] を選
択して [ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

このサンプル ノードに対して指定されている  [ebXML メ ッセージの送信 ] プロ
パティ を表示するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タス クのプロパテ ィ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ時 ] を選択します。
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3. [ebXML メ ッセージの送信 ] をダブルク リ ッ ク して、 次の図に示す [ebXML 
メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 7-13   [ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックス

上の図で、 ebXML サンプルのタスク  ノードの以下のプロパティに注目して くだ
さい。

� [新規または関連する会話 ] － [新規の会話 ] または [関連する会話 ] のいずれ
かを選択する必要があ り ます。 この場合、 このアクシ ョ ンは ト レーディ ング  
パートナが受信した メ ッセージに応答して ebXML メ ッセージを送信するよ
うに設計されているため [関連する会話 ] が選択されています。

[関連する会話 ] が選択されている場合、 会話名、 送信者のビジネス ID、 ま
たは受信者のビジネス  ID などの属性は、 システムによって前のメ ッセージ
交換から取得されるため、 それらを指定する必要はあ り ません。 [新規の会
話 ] オプシ ョ ンの使用法の詳細については、 7-19 ページの 「ebXML メ ッ
セージの送信」 を参照して ください。

� [ メ ッセージ ペイロード ] －各メ ッセージ添付ファ イルの型 （XML またはバ
イナ リ ） および関連付けられている値を指定します。 ゼロ以上のペイロード
に対するエン ト リ を入力できます。 この場合、 添付ファ イルは 2 つあ り ま
す。 1 つ目の添付ファ イルは XML ファ イルで、 関連付けられた変数は 
outXMLAttach です。 2 つめの添付ファ イルはバイナ リ  ファ イルで、 関連付
けられた変数は outBinAttach です。 データは前のノードで両方の変数に割
り当てられます （Perform Message Processing参照）。
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完了

ワークフローの終了を示します。 ebXML メ ッセージを交換するワークフローに
おける完了ノードの詳細については、 7-24 ページの 「完了」 の 
ebXMLConversationInitiator ワークフロー用の完了ノードについての説明を
参照して ください。
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Java Server Pages (JSP) タグ  ラ イブラ リは、 ト レーディング  パートナ ゼロウェイ
ト  ク ラ イアン ト用に提供されています。 WebLogic Integration Messaging API の
指定にはラ ッパーを使用します。 エラー処理には、 Java の標準の例外処理およ
びエラー処理 （WebLogic Integration Messaging API ク ラス経由） と、 ゼロウェ
イ ト  ク ラ イアン ト に配信された JSP ページを使用します。

この章では、 以下の  JSP タグの リ ファレンス情報を提供します。

� SendmsgTag

� ChecknewmsgTag

� CheckallmsgTag

� ReadmsgTag

� DeletemsgTag

� DeleteallmsgTag

� CreatemboxTag

� RemovemboxTag

注意 : WebLogic Integration Messaging API および JSP タグ  ライブラ リは、 この
リ リースの WebLogic Integration から非推奨になっています。 WebLogic 
Integration Messaging API および JSP タグ ライブラ リ  に代わる機能につ
いては、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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SendmsgTag

ビジネス メ ッセージを送信メール用のメールボッ クスに渡します。 信頼性を高
めるため、 メ ッセージの永続性を保証します。

構文 SendMsgTag (String mboxName, String sender, String message, String 
URL, String security)

戻り値 メ ッセージが、 SendMsgTag が埋め込まれた JSP ページに正常に送信された場合
は、 Message has been sent successfully と返します。

変数

例 sendmsg mboxname="<%=outboxName_browserTP1%>"    
sender="<%=SENDER%>" message="<%=domAsStr%>" url="<%=url%>" 
security="ON"/>

変数 説明

String mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox

String message メ ッセージの内容。

String sender 送信側のメールボッ クス  アドレス。 電子メール アドレス
または FTP サーバ アドレスを指定する場合もある。

String URL ト レーディング パー トナをホステ ィングする  URL。

String security 値は ON または OFF。
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受信メールおよび送信メールのメールボッ クスに、 新しいメ ッセージが入ってい
るかど うかを確認します。 格納されている メ ッセージは確認されません
（「CheckallmsgTag」 を参照）。

構文 ChecknewmsgTag (String mboxName)

戻り値 メールボッ クスが空の場合は、No new message found in mailbox と返します。
メールボッ クスに 1 つ以上の新しいメ ッセージが入っていた場合は、 それらの
メ ッセージが HTML フォーマッ トで表示されます。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox
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CheckallmsgTag

格納されている メ ッセージも含め、 メールボッ クス内のすべてのメ ッセージを確

認します。

構文 CheckallmsgTag (String mboxName)

戻り値 メールボッ クスにメ ッセージが入っていた場合は、 それらが HTML フォーマッ
ト で表示されます。 メールボッ クスが空の場合は、 No message found in 

mailbox と返します。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox
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メールボッ クスから特定のメ ッセージの詳細を取得します。

構文 ReadmsgTag (String mboxName, String msgId)

戻り値 メ ッセージの詳細が、 HTML フォーマッ トで表示されます。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox

msgID ユニークな メ ッセージ  ID。
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DeletemsgTag

メールボッ クスから特定のメ ッセージを削除します。

構文 DeletemsgTag (String mboxName, String msgID)

戻り値 Message with messageID msgID deleted successfully を返します。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox

msgID ユニークな メ ッセージ  ID。
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メールボッ クスからすべてのメ ッセージを削除します。

構文 DeleteallmsgTag (String mboxName)

戻り値 正常に終了する と、 All messages were deleted successfully と返します。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox
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CreatemboxTag

メールボッ クスを作成します。

構文 CreatemboxTag (String mboxName)

戻り値 なし。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox
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特定のメールボッ ク スを削除します。

構文 RemovemboxTag (String mboxName)

戻り値 Mailbox removed successfully と返します。

変数

変数 説明

mboxName メールボッ クスの名前。 サンプルを実行するには、 適切

な メールボッ クスに以下の名前を使用する。

� 受信メール用 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メール用 : trading_partner_name_Outbox
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	4. RunSamples スクリプトのコンフィグレーション セクションが実行済みであ ることが検
	5. WebLogic Integration Studio を起動するには、プラットフォームに合
	6. 次の情報を使用して WebLogic Integration Studio にログインします
	7. 左ペインの [オーガニゼーション] の下にあるドロップダウン リストから、 [ORG1] を
	8. 左ペインの [テンプレート] フォルダを展開します。サンプルの全テンプ レートのリストが表示
	9. 左ペインの [SupplierOnePrivate] フォルダを開きます。
	10. SupplierOnePrivate ワークフローのインスタンスを開いて表示するには、次 
	a. SupplierOnePrivate の下にリストされている日付のフォルダを右クリック しま
	b. [開く] を選択します。
	11. 右ペインの左上にある開始ノードをダブルクリックします。
	12. [条件] フィールドの右にある [A+B] オプションをダブルクリックします。 [Expr
	13. B2B サンプルの実行を続けたり、3‑17 ページの「SupplierOnePrivate

	マルチキャスト（ブロードキャスト）メッセージ


	4 RosettaNet 2.0 Security サンプル
	RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要
	RosettaNet 2.0 Security サンプルの概要
	1. 顧客トレーディング パートナは、サプライヤ トレーディング パートナに価 格および在庫の要求
	2. サプライヤは、価格および在庫の要求を受信したという確認応答を顧客に送 信します。
	3. サプライヤは、要求された商品を販売するにあたっての個数と価格を含む応 答を顧客に送信します。
	4. 顧客は、価格および在庫に関する返信を受信したことを示す受領確認書をサ プライヤに送信します。

	RosettaNet 2.0 Security サンプルを実行す る前に
	1. 1‑3 ページの「サンプルの実行前の作業」に記載の手順に従います。
	2. サンプル WebLogic Server への接続が妨げられないようにブラウザのプロキ シ設

	RosettaNet 2.0 Security サンプルの実行
	1. 次の例に示すように、適切なコマンドを入力して WebLogic Integration の 
	2. WebLogic Integration の上位レベルの環境変数を設定するには、お使いのプ 
	3. プラットフォームに対応したコマンドを入力し、RosettaNet 2.0 Security 
	4. pointbase オプションを指定して RunRN2Security スクリプトを実行しま
	5. ブラウザを起動します。次の URL を入力して、QPASubmit JSP ページを ロード
	6. [Global Product ID]、[Product Unit Price]、および [
	7. この時点で4‑10 ページの「ワークフローの要点」に記載の手順を実行する場 合は、WebLo

	RosettaNet 2.0 Security サンプルにおける ワークフロー
	図4-1 RosettaNet 2.0 Security ワークフロー間の会話
	1. 実行フローを開始するには、ブラウザを起動し、QPASubmit.jspページを ロードします
	2. 次に、JSP ページで各値を入力し、[Submit] を選択します。
	3. [Submit] を選択すると、XML ドキュメントが WebLogic Integrati
	4. このイベントは、Customer_PrivateWF ワークフローをトリガします。
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	3. 4‑4 ページの「RosettaNet 2.0 Security サンプルの実行」で説明した
	4. 以下の各プラットフォームに対応した手順を実行して WebLogic Integration 
	5. 次の情報を使用して WebLogic Integration Studio にログインします
	6. 左ペインの [オーガニゼーション] の下にあるドロップダウン リストから、 [ORG1] を
	7. 左ペインの [テンプレート] フォルダを展開します。このサンプルのテンプ レートがすべてリス
	8. 左ペインの [Customer_PrivateWF] フォルダを展開します。
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	a. Customer_PrivateWF フォルダ内の、日付と時刻が名前になったフォルダ を右ク
	b. [開く] を選択します。
	10. [パブリック ワークフローを開始] タスクをダブルクリックします。[タスク のプロパティ]
	11. [アクティブ時] タブを選択します。
	12. [ワークフロー変数 "PIPInput" XML 構造を設定] をダブルクリックし、[ ワ
	13. XML ツリー内の次の下位ノードを展開します。
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	4. RunSamples スクリプトのコンフィグレーション セクションが実行済みであ ることが検
	5. サンプル起動ページの左ペインで、[サンプル アプリケーション] の下の [Messaging
	6. 1 つ目のオプション（[Partner3 スポークを参加させる]）をクリックします。 このオ
	7. 2 つ目のオプション（[Partner2 スポークを参加させる]）をクリックします。 このオ
	8. 3 つ目のオプション（[Partner1 スポークを参加させてリクエストを送信]） をクリッ
	Partner1 process flow: Starting XOCPAppplication... done. Creating conversation : verifierConvers...
	Doing something else... done Waiting acknowledgment for Message 1... Acknowledgment received Succ...
	Terminating conversation:verifierConversation:1.0: requestor_Partner1_1001029696695_3410010296966...
	9. このとき、さらに多くの B2B サンプルを実行する場合は、サンプル起動ペー ジを開いた状態で

	実行フローのトレース
	1. RunSamples スクリプトが起動され、次の結果が得られます。
	a. WebLogic Server のサンプル インスタンスが開始されます。
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